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第
15
回
総
会
を
迎
え
て 

 

つ
ゝ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
東
京
支
部 

会
長 

新
谷
義
克 

 

 

 

会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
私
達
東
京
支
部
も
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
今
回
第

15
回
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
東
京
支
部
事
務
局
は
、
ご
存
知
の
よ

う
に
ス
タ
ッ
フ
も
揃
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

立
ち
上
げ
等
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
同
窓
会
活
動
も
大
い
に
期
待
で
き

る
と
思
い
ま
す
。 

か
え
り
み
ま
す
と
、
私
が
会
長
を
お

引
き
受
け
し
て
か
ら
約
30
年
経
ち
ま
し

た
。
昭
和
59
年
高
女
30
回
生
の
中
川
巴

様
や
、
西
高
3
回
生
の
亀
谷
彰
夫
君
方

の
ご
努
力
が
実
り
、
高
女
と
西
高
の
両
同

窓
会
が
合
併
し
、
昭
和
60
年
第
1
回
総

会
が
恵
比
寿
の
ビ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
316
名
で
そ
の
後
第

3
回
は
364
名
、
第
6
回
は
374
名
で
、
第

10
回
頃
ま
で
は
毎
回
3
百
名
を
越
え
、

大
変
盛
大
で
し
た
が
、
最
近
2
百
数
十

名
と
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
は
会
員
の
皆
様
の
高
齢
化
や
、
母

校
後
輩
の
上
京
者
数
の
減
少
等
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
に
は
今
ま
で

以
上
に
同
窓
の
方
々
に
声
を
か
け
、
共
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

総
会
の
会
場
も
前
回
よ
り
目
白
の
椿

山
荘
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
変

評
判
も
良
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
前
回
は

高
女
卒
の
方
が
約
40
名
近
く(

全
員
80

歳
以
上)

出
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
心

身
と
も
に
優
れ
て
い
る
証
し
で
あ
り
、
さ

す
が
高
女
の
先
輩
と
感
心
い
た
し
ま
し

た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
最
近
事
務
局
の

ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
や
、
私
自

身
の
年
齢
や
諸
事
情
も
あ
り
、
今
回
第

15
回
総
会
を
機
会
に
会
長
を
辞
任
し
、

新
し
い
ス
タ
ッ
フ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

改
め
て
、
長
い
間
私
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
会
員
の
皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
会
員
と

し
て
、
皆
様
方
と
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
い
間
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 

☆ 
 
 

☆ 
 

 

☆ 

 

次
期
会
長
ご
挨
拶 

 

佐
々
木
太
郎(

14
回
生) 

 

新
谷
会
長
の
後
を
受
け
て
、
2
月
の
学

年
幹
事
会
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総

会
・
懇
親
会
後
に
東
京
支
部
の
会
長
に
就

任
す
る
予
定
で
す
。 

高
女
と
西
高
の
同
窓
会
が
合
併
し
て
、

第
15
回
に
な
る
こ
の
記
念
総
会
を
一
つ
の

区
切
り
と
し
て
、
世
代
交
代
を
進
め
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
新
谷
会
長
が
30
年

近
く
会
長
を
お
や
り
に
な
り
、
東
京
支
部

の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、
新
し
い
役
員
、

学
年
幹
事
、
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し

な
が
ら
同
窓
会
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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第 15 回 つゝじヶ丘同窓会東京支部総会･懇親会次第 
 

 
開催日 平成 25 年 5 月 18 日(土曜日)   

時 間  13 時 00 分 ～ 16 時 00 分 

場 所  椿山荘 5F オリオン 

 

司 会  佐藤 雅英(18 回生) 

 

―総 会― 

    ・開会宣言    副会長   郷内 繁 

    ・物故者黙祷   副会長   成田 慶子 

    ･報告    幹事長   若林 英毅 

 

―懇親会― 

    ･会長挨拶    会 長   新谷 義克 

    ・来賓紹介 

    ・来賓挨拶    つゝじヶ丘同窓会本部 

      副会長   藤井 方雄 様 

    ･乾杯    函館西高等学校 

      校 長   安房 節雄 様  

＜歓 談＞ 

 

    ・アトラクション   ブルーマウンテンボーイズ 

      演 奏： 外岡 勝彦(12 回生)他 

      特別演奏： 安房 節雄校長 

・次期役員紹介・挨拶  次期会長  佐々木 太郎(14 回生) 

･功労者記念品贈呈   会長・副会長 

・函館港踊り            有  志 

･校歌斉唱(高女･西高)  歌唱指導：伊藤 欣子(2 回生) 

・応援歌    東京支部応援団有志 

・閉会挨拶    次期幹事長  竹澤 秀明(17 回生) 



                         - 3 - 

平成 25 年 5 月 18 日        つゝじヶ丘だより東京 第 10 号 

 
 

 



                  つゝじヶ丘だより東京 第 10 号        平成 25 年 5 月 18 日 

 - 4 -

第 15 回総会・懇親会 出席者名簿 
 

平成 25 年 5 月 7 日 現在 
 ≪ご 来 賓≫       
         テーブルＮＯ
  函 館 西 高 等 学 校   校 長 安  房 節  雄   様 4 
  本    部 副 会 長 藤  井 方  雄   様 4 
  関 西 支 部 会 長 富  士 昭  一   様 4 
  

つ ゝ じ ヶ 丘 同 窓 会
札 幌 支 部 事 務 局 長 菩 提 寺 孝  幸   様 4 

  支 部 長 安  田 康  次   様 3 
  

白 楊 ヶ 丘 同 窓 会 東 京 支 部 
副 支 部 長 白  川 正  広   様 3 

  会 長 新  山 春  一   様 3 
  

関 東 青 雲 同 窓 会   
副 会 長 中  川 和  彦   様 3 

  会 長 汐  谷  進     様 3 
  

東 京 函 商 同 窓 会   
幹 事 長 道   下 佳   拓   様 3 

  事 務 局 長 本   間 和   吉   様 3 
  

函  工  同  窓  会 関 東 支 部 
副 支 部 長 大   水 和   彦   様 3 

  特 任 委 員 古  旗 達  夫   様 3 
  

函 館 ラ ・ サ ー ル 東 京 同 窓 会 
監 査 役 那   須 良   明   様 3 

            
ＮＯ 卒年 回生 組 氏   名 旧姓 出身中学 所属部活 テーブルＮＯ
1 14 31   佐々木 静  子 藤 村 幸小   6 
2 15 32   照  井 陽  子 渡 辺     6 
3 16 33   宮  島 ひろ子 芦 野    6 
4 16 33   石  畑 きね子       6 
5 20 37   鳥  本 玲  子 新 谷   ハンド 6 
6 20 37   染  木 ト  シ 高 橋     6 
7 20 37   堀  井 禮  子 斉 藤     6 
8 20 37   夛和田 誠  子 山 田     6 
9 20 37   田  槙 諒  子 玉 手     6 
10 21 38   小  西 弥  生 藤 倉 中島小 スキー 4 
11 23 40   橋  本 容  子       6 
12 24 41   相  馬 洋  子 今 井     5 
13 24 41   金  子 綾 子 森     5 
14 25 女 2   中 村 ト ク 子 川 口   演劇 4 
15 25 女 2   成 田 慶 子   幸小 体操 4 
16 25 女 2   吉 元 芳 子 宮 崎   登山 5 
17 25 女 2   小 泉 万里子 平 野     5 
18 25 女 2   金 丸 美佐子   弥生小  5 
19 25 女 2   海老沢 暁 子 山 本   5 
20 25 女 2   上 原 佑 子 中 野   5 
21 25 女 2   高 木 清 子 服 部     5 
22 25 女 2   相 馬 佳 代 廣 瀬     5 
23 26 1   新 谷 義 克   市立 ラグビー 4 
24 26 1   茂 木 誠 子 広 部     4 
25 27 2 1 賀 川 勢津子 石 山     1 
26 27 2 2 桜 庭 良 作   函中 バレー 1 
27 27 2 2 廣 瀬 和 也   函中   1 
28 27 2 3 納 代 鉄 也   函館 野球・演劇 1 
29 27 2 6 松 田 守 正   函中   1 
30 27 2 7 伊 藤 欣 子 買 手 常盤 音楽・体操 1 
31 28 3 1 加 藤 東 郎   旭 スキー 2 
32 28 3 1 山 村  勉     旭   2 
33 28 3 1 橋 本  力     船見 野球 2 
34 28 3 3 長 澤 清 司   旭 山岳 2 
35 28 3 4 布 川 セン子 竹 石 船見 体操 2 
36 28 3 7 高 橋 幸 夫   船見 サッカー 2 
37 28 3 7 徳 田 安 正   旭 山岳 2 
38 28 3 8 中 野 陽 子   潮見 テニス 2 
39 29 4 1 阿 部 英 一   谷地頭 新聞 8 
40 29 4 3 宮 崎  繁     谷地頭 野球 2 
41 29 4 6 木 寺  章     谷地頭 美術 2 
42 29 4 7 郷 内  繁     上磯   4 
43 30 5 1 藤 代 カ ヨ 子 古 川 旭   7 
44 30 5 1 藤 野 幸 子 本 間 旭   7 

       途中キャンセル者 
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第 15 回総会・懇親会 出席者名簿 
 
 

ＮＯ 卒年 回生 組 氏   名 旧姓 出身中学 所属部活 テーブルＮＯ

45 30 5 3 小野寺 忠 之  愛宕 卓球 7 

46 30 5 3 関 谷 幸 子 吉 田 上磯   7 

47 30 5 3 八 木 浩 子 東 郷 遺愛・旭   7 

48 30 5 4 峰 岸 四四子 大 崎 谷地頭 バレー 7 

49 30 5 4 塚 本 睦 子      7 

50 30 5 6 長 澤 慎 二  旭 化学 7 

51 30 5 6 篠 原 洋 子  的場   7 

52 30 5 6 黒 澤 弘 子 小 野     7 

53 30 5 6 粕 谷 陽 子 久 保 上磯   1 

54 30 5 7 臼 井 佳 代 津 山 旭   1 

55 30 5 7 佐 藤 光 子 小 川 原     1 

56 31 6 2 笠 川 雅 彦  旭 山岳 8 

57 31 6 3 鈴 木  靖    旭 柔道 8 

58 31 6 4 塚 本 善 夫  谷地頭 スキー 8 

59 31 6 6 東 郷  豊    旭 柔道 8 

60 31 6 7 小埜寺 直 巳  浜分   8 

61 32 7 5 恩 田 美智子 玉 利 旭   10 

62 33 8 3 田 中 正 身  谷地頭 卓球 8 

63 34 9 1 本 田  啓   増 田 愛宕   8 

64 34 9 2 徳 田 紀美子 大 坂 潮見 体操ﾀﾞﾝｽ 8 

65 34 9 4 中 村 紀 之  浜分   8 

66 35 10 5 加 野  治    旭   9 

67 35 10 6 福 井 達 郎  旭 テニス 9 

68 35 10 6 澤 田 修 子 榎 本 石別 音楽 9 

69 35 10 6 住 谷 陽 子  潮見   9 

70 35 10 7 小 嶋 俊 昭  旭 バレー 9 

71 35 10 7 桜 川 薫 子 中 島 旭 テニス 9 

72 35 10 8 徳 永 豊 吉  潮見   9 

73 35 10 8 松 本 信 男  潮見 放送 9 

74 35 10 8 竹 岡 亮 三  付属 山岳 9 

75 35 10 8 村 田 千佐子 深 谷 江差   9 

76 36 11 1 齊 藤  宏    潮見 野球 10 

77 36 11 2 永 野 陽 子 上 田 潮見 陸上 10 

78 36 11 2 植 木 清 明  愛宕 写真 10 

79 36 11 2 岩 尾 紘 一  潮見 物理 10 

80 36 11 6 若 林 英 毅  船見 バレー 10 

81 36 11 7 長谷川 大 剛  潮見 バレー 10 
82 36 11 7 神 田 敢 司  上磯   10 
83 36 11 8 新 井 眞沙子 伊 賀 愛宕   10 

84 36 11 8 石 橋 洋 嗣  付属 吹奏楽・茶道 10 

85 37 12 1 高 木 清 晴  上磯 ボート 15 

86 37 12 2 外 岡 勝 彦  付属 美術 15 

87 37 12 3 小 川 正 典  潮見 放送 15 

88 37 12 4 伊 藤  誼    潮見   15 

89 37 12 4 鈴 木 隆 昌  愛宕 バレー 15 

90 37 12 4 三 好 美智子  潮見 演劇 15 

91 37 12 7 井 上  豊    上磯 文芸 15 

92 37 12 8 最 上 龍 一  潮見 化学 15 

93 37 12 9 時 田 敦 子  旭 体育 15 

94 38 13 1 木 村 禧 夫  旭   11 

95 38 13 2 根 本 弘 子 工 藤 旭   11 

96 38 13 2 金 谷 忠 勝  上磯   11 

97 38 13 3 高 野 教 子 田 中 中央   11 

98 38 13 3 森 加代子 渡 辺 旭   11 

99 38 13 3 堀 口 六 壽  潮見   11 

100 38 13 3 木 谷 勝 子 高 田 愛宕   11 

101 38 13 3 佐 藤 芙紗子 金 丸 愛宕 ヨット 11 
102 38 13 4 広 田 悦 子 近 藤 船見   11 
103 38 13 4 三 村 寿 雄  船見   11 
104 38 13 4 五十嵐 直 隆  潮見 吹奏楽 12 
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第 15 回総会・懇親会 出席者名簿 
 
 

ＮＯ 卒年 回生 組 氏   名 旧姓 出身中学 所属部活 テーブルＮＯ
105 38 13 5 岡 部 幸 昭   潮見 生物 12 
106 38 13 6 坂 本 幹 男   愛宕   12 
107 38 13 6 炭 田 美規子 成 田 船見   12 
108 38 13 6 小 玉 正 義   愛宕 化学 12 
109 38 13 7 斉 藤 勝 美   旭 ラグビー 24 
110 38 13 8 伊 藤 昭 夫   潮見 吹奏楽 12 
111 38 13 8 森 越  勝     愛宕 吹奏楽 12 
112 38 13 9 花 木  瞳   斉 藤 上磯   12 
113 38 13 9 中 山 悦 子 大 賀 湯の川   12 
114 38 13 9 白 石 一 恵 金 子 愛宕 山岳 12 
115 39 14 1 山 崎 陽 子 川原田 旭 バトミントン 18 
116 39 14 1 滝 一 郎   旭 写真 18 
117 39 14 2 佐々木 太 郎   付属 数研 18 
118 39 14 2 村 本 茂 子 金 沢 潮見   18 
119 39 14 2 天 野 美 秋 大 森 潮見   18 
120 39 14 3 堀 内 洋 子 石 田 旭   24 
121 39 14 3 加 藤 秀 勝   愛宕 柔道 18 
122 39 14 3 竹 森 利 則   上磯 バスケット 18 
123 39 14 4 稲 田 一 郎   愛宕 放送 18 
124 39 14 4 若 林 郁 雄   船見 写真 24 
125 39 14 4 洞 田 雅 子   潮見 写真 18 
126 39 14 4 二本柳 常 利   潮見 テニス 17 
127 39 14 5 常 田 登志子 望 月 付属   17 
128 39 14 5 道 下 邦 雄   愛宕 テニス 17 
129 39 14 5 田 端 冴 子 藤 田 潮見 放送 17 
130 39 14 6 小 板 俊 昭   旭   17 
131 39 14 7 原 田 吉 隆   船見 吹奏楽 17 
132 39 14 8 細 見 紀 子 小山内 旭 放送 17 
133 39 14 8 中 村 宏 子 安 原 旭 音楽部 17 
134 39 14 8 辰 村 新 平   潮見 サッカー 17 
135 39 14 8 田 代 光 俊   旭   17 
136 40 15 1 佐 藤 一 男   潮見 音楽 16 
137 40 15 3 黒 河 道 夫   愛宕   16 
138 40 15 5 木 村 隆 夫   旭   16 
139 40 15 7 酒 田 幸 男   旭   16 
140 41 16 3 猪 し ま こ 佐々木 愛宕   24 
141 41 16 5 滝 口  清     潮見 数研 24 
142 42 17 1 山 崎 雅 司   潮見 人文地理 16 
143 42 17 1 大 西 裕 子 加 島 愛宕 ヨット 16 
144 42 17 2 斎 藤 光 子 長 瀬 旭   16 
145 42 17 2 林 道 子   愛宕   16 
146 42 17 3 櫻 田 俊 行   愛宕   16 
147 42 17 5 工 藤 純 一 篠 田 新川 卓球 16 
148 42 17 7 高 橋 順 吉   船見 応援団 22 
149 42 17 7 谷 杉 栄 策   浜分 卓球 22 
150 42 17 7 佐 藤 俊 一   愛宕 応援団 22 
151 42 17 7 長 尾 祥 子   潮見   22 
152 42 17 9 竹 澤 秀 明   潮見   22 
153 42 17 9 市 野 修 一   愛宕 化学 22 
154 42 17 9 松 田 周 二     美術 22 
155 42 17 10 鴻 池 佳衣子 田 中     22 
156 42 17 10 岩 片 文 子 打 田 桐花   22 
157 42 17 10 金 濱 栄 子 国 分 上磯   22 
158 43 18 1 浜 勝 信   船見 吹奏楽 13 
159 43 18 1 中 川  隆     潮見   13 
160 43 18 2 佐 藤 雅 英   潮見 バスケット 1 
161 43 18 3 馬 場 政 平   愛宕 バスケット 13 
162 43 18 3 竹 田 光 男   旭   13 
163 43 18 3 黒 澤 潤 一   潮見   13 
164 43 18 3 松 田 邦 男   松川 山岳 13 
165 43 18 6 吉 田  厚    旭  13 
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166 43 18 6 酒 井 哲 美    13 
167 43 18 6 桜 井 利 正    13 
168 43 18 6 能登谷  公      13 
169 43 18 6 陳 有 崎    14 
170 43 18 7 岩 倉 高 志  愛宕 ラグビー 14 
171 43 18 7 三 浦 正 樹  上磯  14 
172 43 18 7 安 原 秀 樹  旭 サッカー 14 
173 43 18 7 原 真 人    14 
174 43 18 8 従 二 元 久  愛宕 放送 14 
175 43 18 8 伊 藤 愛 子 小海老沢 愛宕 合唱 14 
176 43 18 8 関 口 精 治  船見  14 
177 43 18 10 野 沢 睦 子  大沼 ＥＳＳ 14 
178 43 18 10 岩 瀬 友 子 長 谷 港 ＥＳＳ 14 
179 44 19 2 川 瀬 俊 吉  大沼 応援団 23 
180 44 19 5 斎 藤 映 二  木古内  23 
181 44 19 5 栗 原 陽 子 佐 藤 愛宕  23 
182 44 19 6 藤 谷 敏 雄  愛宕 応援団 23 
183 44 19 6 中 居 洋 子  愛宕 新聞 23 
184 44 19 9 渡 辺 千 里  船見 ラグビー 23 
185 45 20 1 桜 井 雅 幸    20 
186 45 20 1 片 桐 信 行  潮見  20 
187 45 20 4 高 村  亨    浜分 写真 20 
188 45 20 4 乙 川 治 美 八 木 潮見  20 
189 45 20 6 二階堂  功    愛宕 空手 20 
190 45 20 6 井 田 幸 子  大島 新聞 20 
191 45 20 8 松 田 陽 一  船見 バスケット 20 
192 45 20 8 平 岡 みゆき 高 橋 上磯  20 
193 45 20 8 牛 田 欣 也  的場 吹奏楽 20 
194 45 20 9 船 木  潤    光成  20 
195 46 21 9 青 木  保    上磯 応援団 21 
196 46 21  平 智 則  大沼  21 
197 47 22 2 根 本  修   桐花 吹奏楽 21 
198 47 22 8 大 谷 雅 彦  愛宕 バドミントン 21 
199 48 23 2 西 山 和 子 一 瀬 潮見 バドミントン 24 
200 48 23 2 河 野 隆 子 大 川 愛宕  24 
201 49 24 1 姥久手  崇    新川 吹奏楽 19 
202 49 24 1 葛 西 弘 美 正 木 新川 テニス 19 
203 49 24 2 小 林 多 美 島 崎 旭  19 
204 49 24 3 梅 津 典 純    19 
205 49 24 3 佐 藤 好 正    19 
206 49 24 4 横 田 久 子 後 藤 旭  19 
207 49 24 7 京 極 信 良  桐花 吹奏楽 19 
208 49 24 7 岸 本 祐 逸  知内 ラグビー 19 
209 49 24 8 福 田 康 典  吉岡  19 
210 50 25 7 小 林 正 昭  的場  21 
211 52 27 4 野 口 卓 史  臼尻 卓球 21 
212 52 27 6 對 馬 大 平  五稜  21 
213 56 31 2 中 川 喜久則  旭  23 
214 56 31 2 土 矢 一 如  深堀 ラグビー 23 
215 57 32 1 長谷川 好 広  松前  21 
216 57 32 2 山 越 准 司  深堀 空手 21 
217 57 32 2 佐々木 雅 子  本通 美術 21 

≪締後扱い≫         

1 37 12 7 村 井 邦 子 荒 谷 潮見   23 
2 37 12 7 月 永  充     潮見 ラグビー 23 
3 43 18 1 折 田 信 一   旭 ラグビー 24 
4 57 32 3 佐々木 直 樹   潮見   24 
5 34 9 1 大 谷 長 弘   旭 柔道 23 
6 34 9 2 今 修 司       23 
7 34 9 3 小 島 紀美子 道 谷     24 
8 34 9 6 北 川 佳 子  旭 ヨット 23 
9 39 14 2 木 津 則 子 深 沢 浜分 華道 18 
10 43 18 5 西 田   克  潮見  24 
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欠
席
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

   

◇
返
信
は
が
き
よ
り 

  

 

返
信
は
が
き
で
、
４
月
26
日
ま
で
に
欠

席
の
ご
連
絡
を
頂
い
た
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
覧
で
す
。 

 

三
岡
松
子(

高
女
28)

昭
和
11
年
卒
業
で
、

随
分
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
時
も
懐

か
し
く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
益
々

の
ご
繁
栄
を
祈
り
ま
す
。 

佐
藤
マ
サ(

高
女
30)

出
席
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
が
体
調
が
悪
く
残
念
な
が
ら
欠

席
致
し
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

浅
岡
文
子(

高
女
31)

御
盛
会
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。 

山
口
寿(

高
女
31)

ひ
ざ
が
悪
く
外
出
を
控
え

て
居
り
残
念
で
す
。
会
の
御
盛
会
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。 

吉
田
す
ゞ
江(

高
女
32)

歩
行
困
難
の
為
、
出

席
出
来
ま
せ
ん
。 

石
垣
涼
子(

高
女
34)

久
し
振
り
に
皆
様
に
お

会
い
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
に
、
月
中

に
函
館
に
行
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
出

席
出
来
ま
せ
ん
。
幹
事
の
方
々
大
変
で
す

ね
。 

戸
根
幸
子(

高
女
34)

寒
く
な
っ
て
か
ら
体
調

不
良
で
す
。
血
圧
高
く
足
の
具
合
が
悪
く
な

り
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
の
に
。(

前
回

出
席
さ
れ
ま
し
た
） 

永
井
た
か(

高
女
34)

丁
度
上
京
中
に
て
ご
返

事
が
遅
く
な
り
申
し
訳
御
座
い
ま
せ
ん
。
の
ん

び
り
し
た
地
で
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
宜
し
く
。 

三
野
タ
ケ(

高
女
34)

年
相
応
に
老
化
し
て
よ

ぼ
よ
ぼ
で
す
。
遠
出
は
一
人
で
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
。
医
者
通
い
ば
か
り
し
て
ま
す
の
で

失
礼
し
ま
す
。 

渡
辺
知
子(

高
女
34)

出
欠
お
知
ら
せ
お
そ
く

な
っ
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

肥
田
洋
子(

高
女
35)

最
高
年
齢
者
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

元
気
な
仲
間
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
上
京

不
能
で
残
念
で
す
。
御
盛
会
を
祈
っ
て
ま
い

す
。 

森
谷
セ
ツ(

高
女
35)

医
院
開
業
50
数
年
に

成
り
ま
す
が
健
康
に
恵
ま
れ
ま
だ
週
３
日

（半
日
）
の
診
療
を
続
け
て
居
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

戸
田
ヤ
イ
子(

高
女
36)

年
齢
的
に
、
ま
た
病

弱
の
為
、
欠
席
致
し
ま
す
。
益
々
の
御
盛
況
の

程
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

谷
本
か
う
子(
高
女
36)

つ
ゝ
じ
ｹ
丘
の
発
展

を
心
よ
り
祈
り
ま
す
。
男
性
の
後
輩
が
居
て

く
れ
る
な
ん
て
大
変
心
強
い
限
り
で
す
。 

江
口
和
子(

高
36)

１
月
末
坂
戸
駅
改
札
出
た

所
で
、
超
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
来
た
高
校
生
に

突
き
飛
ば
さ
れ
転
倒
、
大
腿
骨
骨
折
を
し
、

手
術
は
完
治
し
ま
し
た
が
只
今
リ
ハ
ビ
リ
で
入

院
中
。
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が

大
変
残
念
で
す
。
二
年
後
の
総
会
懇
親
会
に

は
是
非
出
席
し
た
く
思
っ
て
居
り
ま
す 

大
辻
澄
江(

高
女
37)

御
盛
会
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。 

柿
崎
ケ
イ(

高
女
37)

５
月
17
日
が
妹
の
一
周

忌
で
小
樽
に
行
き
ま
す
の
で
出
席
が
出
来
ず

残
念
で
す
。 

白
幡
榮
子(

高
女
38)

歩
行
困
難
、
車
椅
子
の

生
活
の
為
、
参
加
不
能
。
皆
様
の
御
健
闘
を

祈
り
ま
す
。 

藤
崎
悦
子(

高
女
38)

お
知
ら
せ
有
難
う
御

座
い
ま
す
。
体
調
不
良
の
為
欠
席
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
年
会
費
は
振
り
込
み
ま
し
た
。 

門
田
ミ
チ(

高
女
38)

母
は
老
人
性
白
内
障
に

て
治
療
中
の
為
ま
た
二
年
前
よ
り
足
が
弱
り

リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
食
欲
は
有
元
気
で
す
。

皆
々
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
門
田
章

裕 小
室
禮
子(

高
女
38)

ご
案
内
有
難
う
御
座
い

ま
す
。
絵
画
展
と
重
な
り
（日
府
展
・上
野
美

術
館
に
於
い
て
）
残
念
な
が
ら
欠
席
。
ご
発
展

お
祈
り
申
し
て
お
り
ま
す
。 

大
谷
泰
子(

高
女
38)

体
調
に
不
安
が
あ
り
、

大
き
な
集
ま
り
に
は
遠
慮
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
同
窓
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
幸
福
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

久
保
タ
ミ(

高
女
38)

久
し
振
り
に
出
席
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
17
日
18
日
と
出
掛

け
て
し
ま
う
の
で
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
盛
大
な
大
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

鈴
木
八
重
子(

高
女
39)

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
重
な

り
ま
す
の
で
、
残
念
乍
ら
欠
席
致
し
ま
す
。 

佐
々
木
ト
ヨ
子(

高
女
39)

お
役
目
御
苦
労
さ

ま
で
す
。
盛
会
を
祈
っ
て
お
り
ま
す 

大
塚
洋
子(

高
女
40)

体
調
悪
く
、
失
礼
致
し

ま
す
。
（前
回
出
席
さ
れ
ま
し
た
） 

下
村
京
子(

高
女
40)

先
回
、
振
込
用
紙
が
入

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
入
金
失
礼
致
し
ま
し
た
。

（事
務
局
か
ら
；
入
金
さ
れ
て
い
ま
す
） 

堤
洲
子(

高
女
40)

欠
席
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ

ん
。 

上
村
ミ
チ(

高
女
40)

御
会
の
ご
発
展
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。
現
在
毎
日
無
事
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
色
々
の
雑
用
が
有
り
そ
れ
な
り
に

動
き
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
間
富
貴
子(
高
女
40)

ご
苦
労
様
で
す
。
御

盛
会
を
祈
っ
て
ま
す
。 

小
林
禮
子(

高
女
41)

皆
様
楽
し
い
一
日
を
過

ご
さ
れ
ま
す
様
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

辻
原
千
枝(

女
子
高
1)

年
齢
が
82
歳
と
も

な
り
ま
す
と
、
同
期
の
方
達
と
も
も
う
音
信

不
通
で
す
。
去
年
大
病
も
し
ま
し
た
・・・。 

湯
川
成
子(

女
子
高
2)

気
温
の
差
が
は
げ
し

く
、
杖
を
つ
い
て
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
て
お
り
ま
す
。

5
月
で
す
と
、
余
計
自
身
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
ま
す
。 

渡
辺
静
子(

女
子
高
2)

残
念
な
が
ら
欠
席

致
し
ま
す
。 

高
木
清
子(

女
子
高
2)

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
に

お
り
ま
す
。
日
々
い
た
み
が
増
し
て
来
る
様
子

で
欠
席
致
し
ま
す
。 

田
村
絢
子(

女
子
高
2)

ご
案
内
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
変
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
が
当

日
先
約
が
あ
り
都
合
が
付
き
ま
せ
ん
。
ご
盛

会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

荒
木
和
子(

高
女
２)

御
案
内
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
以
前
か
ら
決
ま
っ
た
事
が
有
り
当
日

は
私
の
都
合
に
よ
り
欠
席
い
た
し
ま
す
。
御
盛

会
を
祈
り
上
げ
ま
す
。 

太
田
良
子(

１)

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
お
さ

そ
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
の
御
盛
会

を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。 

若
林
省
吾(

１
②)

多
芸
に
し
て
い
そ
が
し
く
し

て
い
ま
す
。 

田
中
直
子(

１
③)

年
な
り
に
元
気
に
や
っ
て
ま

～
す
。 

菅
原
靖(

1
⑥)

先
約
が
有
り
不
参
加
。 

川
口
よ
ね
子(

１)

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。 

瀬
崎
宏
泰(

2
①)

第
15
回
西
高
つ
ゝ
じ
ヶ
丘

同
窓
会
東
京
総
会
の
ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。 

廣
澤
綾
子(

2
②)

ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。
年

齢
相
応
に
生
活
し
て
お
り
ま
す
。 

増
谷
純
雄(

２
②)

平
成
24
年
10
月
西
高
２

回
生
の
最
後
の
合
同
期
友
会
を
函
館
で
実
施
、
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そ
の
後
は
札
幌
、
函
館
及
び
東
京
三
各
地
で

行
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。 

北
島
松
太
郎(

２
③)

体
調
が
悪
い
の
で
欠
席
し

ま
す
。
御
盛
会
を
祈
り
ま
す
。 

計
良
幸
恵(

２
③)

本
人
加
療
中
の
為
欠
席
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

荻
野
幸
平(
２
③)

日
常
生
活
に
つ
い
て
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
普
通
に
出
来
て
居
り
ま
す
。 

田
中
明
夫(

２
④)
元
気
で
お
り
ま
す
。 

畑
中
誠
治(

２
⑥)

旅
行
の
計
画
有
り
ま
し
て

都
合
悪
く
欠
席
で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
祈

っ
て
ま
す
。
宜
し
く
。 

小
野
八
郎(

２
⑦)

ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま

す
。 

木
村
雅
子(

２
⑦)

夫
亡
く
し
た
ば
か
り
で
す
の

で
今
回
は
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

清
水
和
子(

３
③)

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
我
が
家
は
高
齢
者
家
族

で
後
期
高
齢
者
が
介
護
し
て
い
ま
す
の
で
長

時
間
留
守
に
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
残

念
な
が
ら
今
年
も
欠
席
で
す
。
皆
様
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。 

永
井
信
明(

３
④)

一
昨
年
心
臓
手
術
の
後
、

昨
年
も
入
退
院
が
あ
っ
た
の
で
ま
だ
脚
力
が

回
復
せ
ず
歩
く
の
が
大
変
な
状
態
で
す
。 

後
藤
榮
子(

３
④)

15
回
記
念
総
会
な
の
に
体

調
不
良
に
付
き
欠
席
致
し
ま
す
。
御
盛
会
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。 

菊
池
不
二
子(

３
⑤)

同
窓
会
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

益
々
の
発
展
を
願
い
ま
す
。
い
つ
も
ご
連
絡
下

さ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

望
月
晴
夫(

３
⑤)

体
調
不
良
に
よ
り
欠
席
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

佐
藤
明
夫(

３
⑥)

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
特
に
津
波
、
原
発
事
故

災
害
か
ら
は
ま
だ
抜
け
出
せ
ず
、
20
年
、
30

年
先
の
春
を
待
つ
毎
日
で
す
。
皆
様
方
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

原
加
代
子(

３
⑦)

当
日
は
所
用
が
あ
り
ま
す

の
で
欠
席
い
た
し
ま
す
。 

三
好
留
五
郎(

３
⑧)

陸
上
部
、
八
雲
、
大
野

駅
伝
で
大
変
お
世
話
に
成
り
ま
し
た
「タ
ク
」

さ
ん
「三
上
」さ
ん 

ど
う
し
て
ま
す
か
？ 

外
村
弘
臣(

４
①)

遠
出
は
無
理
な
の
で
、
見
合

わ
せ
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。 

山
本
修
三(

４
①)

ご
盛
況
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

髙
橋
秀
演(

４
②)

同
窓
会
は
永
年
ご
無
沙
汰

ば
か
り
で
申
し
訳
無
し
、
同
期
会
に
は
出
来

る
限
り
参
加
し
て
居
ま
す
。
会
費
が
高
い
の
が

出
席
の
ネ
ッ
ク
で
す
。
安
い
会
場
で
の
開
催
は

無
理
で
す
か
？
せ
め
て
50
～
60
％
位
で
。 

永
田
明
子(

４
②)

元
気
に
し
て
お
り
、
同
期
会

を
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。 

立
川
清(
４
④)

事
務
局
堀
内
様
、
お
誘
い
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
残
念
で
す
が
都
合
つ

か
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
。 

齋
藤
隆
平(

４
⑦)
二
つ
の
合
唱
団
で
歌
っ
て
ま

す
。
盛
会
を
祈
り
ま
す
。 

菅
原
洋
一(

５
①)

又
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て

ま
す
。 

西
牧
誠
治(

５
④)

日
日
是
好
日
で
す
か
ね
。 

相
馬
滋(

５
④)

足
を
痛
め
通
院
中
で
欠
席
と

成
り
ま
し
た
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

小
林
幸
子(

５
④)

コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
発
表
会
に
も
積
極
的
に

出
て
居
ま
す
。 

森
田
実(

５
④)

腰
痛
、
ヒ
ザ
痛
、
痛
風
で
通
院

中
で
す
。 

宇
野
兼
弘(

５
④)

親
し
く
し
て
い
た
友
々
が
少

な
く
な
り
寂
し
い
限
り
で
す
。
御
盛
会
を
念

じ
ま
す
。 

山
平
尚
子(

６
①)

高
校
２
年
秋
の
転
入
で
中

学
は
、
平
一
中
で
す
。 

尾
島
由
紀(

６
②)

ご
盛
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
。 

笹
原
久
子(

６
③)

歯
を
痛
め
て
、
昨
年
よ
り
歯

科
医
院
に
通
院
し
て
居
ま
す
。
食
事
が
思
う

様
に
出
来
な
い
の
で
外
出
を
さ
け
て
い
ま
す
。 

永
山
幸
子(

６
③)

盛
会
を
お
祈
り
申
し
ま

す
。 

高
橋
宏
子(

６
④)

毎
年
五
月
末
函
館
で
の
学

大
同
期
会
に
出
席
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年

は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
居
な
い
の
で
、
か
ち
合
っ
て

は
困
り
ま
す
の
で
・・ 

渡
辺
郁
誉(

６
④)

ご
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。 

平
河
節
子(

６
④)

欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご

盛
会
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

落
合
徳
彦(

６
⑥)

所
用
の
為
欠
席
し
ま
す
。 

西
野
省
三(

６
⑦)

盛
会
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

当
方
は
至
っ
て
元
気
で
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。

当
日
先
約
が
有
り
ま
し
て
ど
う
し
て
も
抜
け

ら
れ
ず
出
席
断
念
し
ま
し
た
。 

梅
津
善
徳(

７
①)

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
御

盛
会
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

東
谷
正
幸(

７
④)

皆
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下

さ
い
。 

井
村
司(

７
⑥)

す
み
ま
せ
ん
。
旅
行
の
予
定
と

重
な
り
ま
し
た
。 

飯
田
剛
一(

７
転
出)

生
憎
。
都
合
が
悪
く
欠

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

水
野
開
策(

８
④)

昨
年
末
８
回
生
の
中
野
弘

子
さ
ん
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

米
田
紀
子(

８
⑦)

眼
科
施
術
日
直
後
の
為
出

席
出
来
ず
残
念
で
す
。
御
盛
会
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。 

山
崎
紀
代
士(
９
②)

土
、
日
は
仕
事
で
す
の
で

平
日
の
開
催
を
希
望
し
ま
す
。 

二
関
龍
子(

９
③)

現
在
入
院
中
の
為
欠
席
。 

奥
山
吉
彦(

９
③)

多
少
身
体
に
ガ
タ
が
来
て
い

ま
す
が
、
何
と
か
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

松
本
芳
人(

９
③)

家
内
が
認
知
症
の
為
、
留

守
に
出
来
ま
せ
ん
の
で
欠
席
し
ま
す
。
皆
様

に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。 

鴇
田
典
子(

９
④)

い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。
私

も
年
齢
な
の
で
老
人
会(

町
会
）の
役
を
う
け

も
た
さ
れ
て
お
り
都
合
が
た
た
な
い
の
で
一
応

欠
席
に
し
て
お
き
ま
す
。 

森
英
爾(

９
④)

日
本
に
不
在
の
為
出
席
出
来

ま
せ
ん
盛
会
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

根
上
紀
代
子(

９
⑤
返
信
が
遅
れ
て
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。 

中
谷
佐
智
子(

９
⑥)

幹
事
の
皆
様
有
難
う
御

座
い
ま
す
。
当
日
が
御
盛
会
で
あ
り
ま
す
よ

う
念
じ
ま
す
。 

西
山
信
子(

10
⑤)

丁
度
そ
の
日
は
、
函
館
に

行
く
為
。
出
発
す
る
日
で
す
。
皆
様
宜
し
く

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

齋
藤
紘
一(

10
⑦)

４
月
末
～
10
月
中
旬
、
札

幌
在
住
で
避
暑
と
ゴ
ル
フ
。
冬
場
半
年
は
上

記
本
宅
。 

赤
塚
雅
弘(

10
⑦)

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
残
念

で
す
が
出
席
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
お
集

ま
り
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。 

菅
原
靖
夫(

11
①)

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
都

合
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。 

亀
谷
勝(

11
③)

盛
会
に
と
祈
念
し
ま
す
。 

小
野
寺
範
男(

１１
③)

ご
め
ん
な
さ
い
。
机
に

重
ね
た
ま
ま
、
つ
い
失
念
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

も
欠
席
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い
。
と
い
う
わ
け

で
、
会
費
も
本
日
（
17
日
）
振
込
ま
し
た
。 

安
藤
維
子(

11
④)

当
日
、
他
用
あ
り
ま
す
の

で
、
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご

盛
会
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

水
野
孝
雄(

11
⑦)

お
世
話
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
古
希
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、

元
気
で
す
。 
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松
田
勢
彌
子(

11
⑧)

い
つ
も
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

安
藤
優
一(

11
⑧)

病
気
の
為
。 

和
田
章(

11
⑧)

二
年
前
68
歳
で
会
社
を
退

職
妻
と
月
一
回
温
泉
旅
行
を
楽
し
ん
で
居
り

ま
す
。 

藤
井
由
美
子(
11
⑧)

所
用
の
為
欠
席
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
幹
事
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。 

大
林
裕
子(

11
⑧)
残
念
で
す
が
参
加
出
来
ま

せ
ん
。
盛
会
で
あ
り
ま
す
様
に
。 

藤
田
旗
江(

11
⑨)

連
絡
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
健
康
に
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。 

秋
山
重
子(

12
③)

今
回
は
ど
う
し
て
も
都
合

が
つ
き
ま
せ
ん
。
外
岡
さ
ん
の
青
学
Ｏ
Ｂ
バ
ン

ド
の
演
奏
を
聴
き
た
か
っ
た
～
。
友
人
か
ら

「
若
く
見
え
る
」
と
言
わ
れ
る
と
「
ウ
ッ
シ
ッ
シ

～
！
」
と
本
気
に
し
て
い
ま
す
。
元
気
に
し
て

お
り
ま
す
。 

尾
崎
和
彦(

12
⑤)

い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。

総
会
・懇
親
会
ご
盛
会
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

安
澤
康
子(

12
⑤)

何
時
も
お
世
話
を
お
か
け

致
し
て
お
り
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

大
江
愛
子(

12
⑥)

皆
様 

こ
れ
か
ら
は
お
体

に
御
自
愛
下
さ
っ
て
お
過
ご
し
下
さ
い
ネ
！ 

丸
町
芳
夫(

12
⑧)

体
調
お
も
わ
し
く
な
い
の

で
、
欠
席
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

小
河
大
三
郎(

12
⑧)

先
約
が
有
り
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
今
回
は
欠
席
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

石
山
弘
子(

12
⑧)

所
用
が
有
り
残
念
な
が
ら

欠
席
致
し
ま
す
。
御
盛
会
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。 

枝
窪
義
明(

12
⑧)

人
工
透
析
治
療
を
受
け
て

お
り
、
当
日
は
通
院
の
た
め
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

中
川
啓(

13
①)

遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。 

髙
嶋
郁
子(

13
③)

係
の
皆
様
に
は
お
世
話
に

成
っ
て
お
り
ま
す
。
夫
の
介
護
を
し
て
お
り
ま

す
。
出
席
出
来
ま
せ
ん
。 

長
津
俊(

13
③)

総
会
・
同
窓
会
の
準
備
ご
苦

労
様
で
す
。 

松
坂
ミ
ツ
エ(

13
⑦)

以
前
か
ら
の
先
約
が
あ
り

残
念
で
す
が
出
席
し
ま
せ
ん
。 

長
谷
川
容
子(

13
⑦)

毎
回
お
便
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
う
れ
し
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。

出
席
出
来
ま
せ
ん
こ
と
を
心
苦
し
く
真
に
申

し
訳
な
い
こ
と
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。 

本
間
淳
子(

13
⑧)

何
時
も
諸
々
の
ご
案
内
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

川
崎
正
行(

14
①)

皆
々
様
へよ
ろ
し
く
。 

谷
藤
千
鶴
子(

14
②)

お
世
話
に
成
っ
て
お
り

ま
す
。
四
月
に
吉
田
裕
子
さ
ん
と
旅
行
を
す

る
の
で
、
五
月
の
上
京
は
無
理
の
様
で
す
（二

人
共
）。
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
ず
ざ
ん
ね
ん

で
す
。 

平
田
敦
子(

14
②)
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
記
念
す
べ
き
総

会
な
の
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

木
津
則
子(

14
②)

欠
席
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
佐
々
木
太
郎
新
会
長
の
下
ま
す
ま
す
の

発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

佐
々
木
一
博(

14
②)

仕
事
の
為 

土
の
Ｐ
Ｍ
３

時
以
降
な
ら
可 

小
島
光
枝(

14
③)

ま
だ
病
み
上
が
り
な
の
で

出
席
出
来
ま
せ
ん
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

新
野
繁
信(

14
③)

新
会
長
・新
副
会
長
就
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旅
行
中
に
つ
き
、

今
回
は
欠
席
し
ま
す
。 

浜
谷
弘(

14
③)

体
調
悪
く
外
出
が
無
理
な
の

で
出
席
出
来
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

藤
川
裕
治(

14
③)

体
調
不
良
で
欠
席
致
し
ま

す
。
皆
様
健
康
に
お
気
を
付
け
頑
張
っ
て
下

さ
い
。 

富
岡
稔(

14
③)

仕
事
が
有
り
参
加
出
来
ま
せ

ん
。
残
念
で
す
。 

竹
山
紘
子(

14
③)

５
月
の
予
定
本
日
（６
日
）

決
定
し
5
月
17
～
20
日
札
幌
で
出
席
出
来

ず
残
念
で
す
。
思
い
は
田
代
さ
ん
、
道
下
さ
ん

に
託
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
心
よ
り
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。 

坂
本
喜
久
子(

14
④)

返
信
が
遅
く
な
り
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

髙
橋
さ
と
こ(

14
転
出)

い
つ
も
お
世
話
様
で

す
。 

津
澤
和
範(

14
⑤)

盛
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

み
な
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。 

林
元
義(

14
⑤)

翌
日
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
す
る
の
で
欠
席
し
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。
会
長
・副
会
長
頑
張
っ
て
下
さ
い

ね
。 

山
内
忠
淳(

14
⑦)

取
り
合
え
ず
欠
と
い
う
こ

と
で
、
出
席
出
来
る
よ
う
な
ら
連
休
明
け
に

連
絡
致
し
ま
す
。
勝
手
を
言
っ
て
す
み
ま
せ

ん
。 

出
雲
紀
久
代(

14
⑧)

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
の
会
長
、
副
会
長
ご
就
任

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
益
々
の
御
活
躍

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

佐
藤
和
子(

14
⑨)

い
つ
も
欠
席
で
す
み
ま
せ

ん
。 

坂
本
睦
子(

16
①)

返
事
が
遅
れ
、
ご
め
ん

な
さ
い
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

松
岡
俊
治(

16
③)

皆
様
の
ご
健
勝
を
何
時
ま

で
も
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
野
眞
理
子(
16
③)

出
席
出
来
る
か
な
あ
と

思
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
都
合
が
悪
く
欠
席
致

し
ま
す
。
御
盛
会
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

長
屋
恵
子(

16
⑤)

寝
た
き
り
要
介
護
５
の
母

の
世
話
を
し
て
い
る
為
欠
席
し
ま
す
。
お
世
話

様
で
す
。 

熊
沢
智(

16
⑦)

当
日
会
社
業
務
の
為
、
出
席

で
き
ま
せ
ん
。
関
係
皆
様
に
宜
し
く
お
伝
え

下
さ
い
。 

野
沢
孝
一(

16
⑨)

長
期
不
在
だ
っ
た
た
め
、

連
絡
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
本
日

会
費
も
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

渡
辺
元(

16
⑨)

小
学
校
職
員
を
し
な
が
ら

｢

シ
ル
バ
ー｣

を
楽
し
ん
で
ま
す
。 

池
永
敏
信(

17
②)

先
約
が
有
る
為
出
席
で
き

ま
せ
ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

24
年
11
月
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

岩
山
真
一(

17
⑤)

い
つ
も
出
ら
れ
ず
す
み
ま

せ
ん
。
幹
事
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

境
和
子(

17
⑩)

5
月
23
・
24
・
25
日
と
上

京
し
ま
す
の
で
ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
き
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
に
会
い
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
健
康

に
留
意
さ
れ
て
久
長
い
活
躍
を
お
祈
り
致
し

ま
す
幹
事
の
皆
様
に
宜
し
く
お
伝
え
下
さ

い
。 

鈴
木
由
子(

18
①)

残
念
で
す
が
、
欠
席
致
し

ま
す
。
（
5
月
8
～
13
日
ま
で
函
館
へ帰
り

ま
す
）
次
に
は
皆
様
と
お
会
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

中
村
み
な
子(

18
③)

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
函
館
へ帰
省
の
予
定
で
す
。 

花
田
貴
宣(

18
⑤)

当
日
所
用
の
た
め
出
席
で

き
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

浜
井
九
五(

18
⑨)

第
二
の
人
生
、
や
り
た
か

っ
た
趣
味
等
の
楽
し
み
に
い
き
て
い
ま
す
。
旅

も
ま
た
良
し
、
皆
様
も
健
康
に
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。 

水
上
幸
江(

18
⑩)

他
で
予
定
し
て
い
た
旅
行

と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
。 
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河
野
真
利
子(

18
転
出)

他
の
仕
事
と
重
な
り
、

今
回
も
欠
席
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

金
谷
守
康(

19
①)

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
予
定

あ
り
欠
席
で
す
。 

佐
藤
光
恵(

１９
③)

役
員
の
皆
様
い
つ
も
御
苦

労
さ
ま
で
す
。
今
年
こ
そ
は
と
思
い
つ
つ
欠
席

残
念
で
す
。
初
孫
が
今
年
高
校
入
学
で
す
。

無
事
元
気
が
何
よ
り
感
謝
、
感
謝
。 

北
島
庸
子(

19
④)
御
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

広
川
幸
子(

19
④)

土
曜
日
は
仕
事
で
す
。 

髙
橋
福
子(

19
⑤)

今
年
も
早
く
か
ら
寒
い
冬

で
し
た
。
雪
の
量
は
少
な
か
っ
た
け
ど
、
雪
降

り
の
日
は
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
３
月
に
入

っ
て
か
ら
は
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆

様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
（長
野
の

方
） 

平
田
芳
明(

19
⑦)

今
回
ど
う
し
て
も
出
席
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
合
が
重
な
り
残
念
な

が
ら
出
席
で
き
ま
せ
ん
。 

桜
井
裕
子(

19
⑧)

皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
元
気
で

楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

小
柳
泰
博(

20
③)

申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日

は
仕
事
の
為
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

財
津
和
子(

20
③)

連
絡
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

斎
藤
ひ
ろ
子(

20
⑥)

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

前
田
久
子(

20
⑦)

３
月
17
日
に
転
居
い
た
し

ま
す
。 

矢
澤
弥
生(

20
⑦)

い
つ
も
御
連
絡
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
仕
事
を
休
め
ま
せ
ん
の
で
欠

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

眞
壁
宗
孝(

20
⑧)

所
用
の
為
今
回
は
欠
席
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
会
費
は
納
入
致

し
ま
す
。 

岡
本
泉(

20
⑧)

い
つ
も
ご
案
内
い
た
あ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
何
か
と
忙

し
く
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
健
康
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

宮
﨑
央
子(

21
⑦)

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

体
調
が
今
一
で
す
の
で
欠
席
致
し
ま
す
。 

藤
浦
よ
う
こ(

21
⑨)

今
回
は
行
け
ま
せ
ん
。 

北
郷
康
子(

22
①)

投
函
が
遅
く
な
り
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。 

武
石
義
正(

22
⑤)

残
念
で
す
。
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
調
整
し
て
居
り
ま
し
た
が
都
合
が
付
か
ず

欠
席
で
す
。
皆
様
で
な
つ
か
し
い
時
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

川
西
富
士
子(

24
③)

幹
事
の
皆
様 

ご
苦
労

様
で
す
。 

中
野
恵
子(

24
⑤)

当
日
は
都
合
が
悪
く
出
席

出
来
ま
せ
ん
。
皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。 

近
藤
志
津
子(

24
⑥)

多
美
ち
ゃ
ん
返
事
が
遅

れ
て
す
み
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
旅
行
の
予
定
を

た
て
て
る
頃
な
の
で
欠
席
で
お
願
い
し
ま
す
。

娘
さ
ん
の
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

菊
池
浩
行(

24
⑦)
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

古
館
一
幸(

25
④)

ご
苦
労
様
で
す
。
今
後
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ト
ウ
マ
ン
ジ
ュ
恭
子(

26
⑦)

当
日
は
ち
ょ
う
ど

仕
事
と
重
な
り
出
席
で
き
ず
残
念
で
す
。
御

盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

栃
木
淑
子(

26
⑧)

東
京
に
引
っ
越
し
、
東
京

支
部
事
務
局
近
く
に
な
り
ま
し
た
の
で
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

川
口
正
廣(

28
④)

日
程
が
合
わ
ず
参
加
出

来
ず
す
み
ま
せ
ん
。
次
は
坪
山
さ
ん
と
一
緒

に
出
た
い
と
思
い
ま
す
。 

佐
藤
幸
子(

35
⑤)

10
月
の
函
館
の
同
期
会

に
は
参
加
し
た
い
の
で
体
力
作
り
し
て
ま
す
。 

  

  

◇
会
費
振
込
み
用
紙 

○伝
○言
○欄
よ
り 

  

永
井
た
か(

高
女
34)

23
年
３
月
よ
り
函

館
の
施
設
に
参
り
ま
し
た
。
３
ヶ
月
に
一

度
は
上
京
し
東
京
の
風
に
当
た
っ
て
お 

り
ま
す
。
一
人
旅
の
出
来
る
間
は
続
け
よ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
函
館
は
の
ん
び

り
出
来
て
大
好
き
で
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

肥
田
洋
子(

高
女
35)

い
つ
も
御
連
絡
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
令
と
な
り
大

会
出
席
不
能
に
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。 

北
島
松
太
郎(

２
③)

体
調
が
悪
い
の
で
欠
席

し
ま
す
。
ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。 

伊
藤
欣
子(

２
⑦)

同
窓
会
の
行
事
に
は

都
合
の
つ
く
限
り
出
席
し(

い
つ
も
お
世

話
様
で
す
）
出
来
る
だ
け
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。(

80
歳
の
今
も
う
た
だ
け
は

続
け
て
お
り
ま
す
。)

 

木
村
雅
子(

２
⑦)

旧
交
を
暖
め
楽
し
ん
で
下

さ
い
。 

粕
谷
陽
子(

５
⑥)

第
15
回
記
念
総
会
、
開

会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
益
々
の
ご
盛

会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

尾
島
由
紀
（
６
②
）
い
つ
も
御
連
絡
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
新
聞
を
拝
見
し

た
い
で
す
。
大
変
で
し
ょ
う
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

水
野
孝
雄(

11
⑦)
お
世
話
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

森
越
勝(

13
⑧)

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

高
桑
慶
次(

14
④)

妻
病
気
の
為
出
席
で
き

ま
せ
ん
が
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で
盛
り
上
が

っ
て
く
だ
さ
い
。 

村
本
茂
子(

14
②)

い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。

ア
チ
コ
チ
痛
い
と
こ
ろ
を
ダ
マ
シ
ダ
マ

シ
・
・
・
？
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
は

大
丈
夫
で
す
？ 

角
田
優
子(

14
⑦)

ま
あ
14
回
生
の
佐
々
木

さ
ん
堀
内
さ
ん
が
会
長
副
会
長
へ
就
任
さ

れ
ま
す
由
!!!
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!! 

綱
裕
子(

14
⑧)

洋
子
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

お
手
数
お
か
け
し
ま
す
が
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ

い
ね
。 

猪
し
ま
こ(

16
③)

御
案
内
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
る
ば
か
り
で

す
。 

池
永
敏
信(

17
②)

平
成
24
年
11
月
現
勤

務
先
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
無
職
で

す
。 

岩
山
真
一(

17
⑤)

い
つ
も
欠
席
で
す
み
ま

せ
ん
。 

市
野
修
一(

17
⑨)

い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。 

齊
藤
映
二(

19
⑤)

毎
回
御
苦
労
様
で
す
。 

桜
井
裕
子(

19
⑧)

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
藪
越
先
生
に
宜
し
く
お
伝
え

下
さ
い
。 

小
柳
泰
博(

20
③)

当
日
は
仕
事
の
為
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
欠
席
で
す
。 

藤
浦
よ
う
こ(

21
⑨)

今
年
は
、
函
館
行
く

ぞ
ー
!! 

前
田
信
幸(

22
⑥)

い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 
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特
集
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《特
別
寄
稿
》 

 
『高
女
時
代
の
想
い
出
』 

 

高
女
33
回
生 

石
畑
き
ね
子 

 

私
達
33
回
生

が
入
学
し
た
の

は
昭
和
12
年
4

月
で
し
た
。
丁
度

日
支
事
変
が
始

ま
っ
た
年
、
卒
業

は
昭
和
16
年
3
月
、
そ
の
年
の
12
月
8

日
は
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。 

4
年
生
卒
業
後
は
家
庭
に
入
る
人
、
専

門
学
校
へ
上
京
す
る
人(

少
数)

、
学
校
に

残
っ
て
普
通
科
・
家
政
科
に
進
む
人
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
分
か
れ
ま
し
た
。
今
と

違
っ
て
女
性
の
職
業
は
少
な
く
、
銀
行
、

商
社
、
女
教
員
等
で
し
た
。 

新
制
に
な
る
迄
は
小
学
校
6
年
生
か

ら
の
受
験
が
あ
り
、
庁
立
高
女
又
は
庁
立

中
学(

男
子)

を
目
指
し
て
、
各
学
校
の
6

年
生
担
任
は
各
小
学
校
と
合
格
人
数
を

競
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
授
業
が
終
っ

て
か
ら
も
、
暗
く
な
る
迄
学
校
に
残
り
勉

強
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
。
殊
に
庁
立
高
女

卒
の
6
年
生
担
任
は
、
我
が
母
校
に
合
格

さ
せ
る
為
一
生
懸
命｢

力｣

を
入
れ
た
様

で
す
。 

私
達
の
年
の
受
験
生
は
700
名
以
上
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
合
格
は
250
名
で
し

た
か
ら
約
3
倍
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

入
学
が
決
ま
る
と
丸
井
今
井
デ
パ
ー

ト
が
出
張
し
て
き
て
、
制
服(

セ
ー
ラ
ー

服)

、
紺
色
の
帽
子
の
オ
ー
ダ
ー
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
戦
争
が
起
き

る
予
感
は
、
ま
だ
ま
だ
し
て
い
な
い
良
き

時
代
で
し
た
。
洋
服
の
生
地
は
ま
だ
純
毛

で
し
た
。
ま
た
冬
に
な
る
と
、
ス
キ
ー
、

ス
キ
ー
用
品
の
販
売
な
ど
、
小
学
生
の
気

質
の
抜
け
な
い
少
女
た
ち
は
、
少
し
ず
つ

大
人
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

4
年
間
又
は
5
年
間
を
通
し
て
、
同

じ
先
生
に
授
業
を
受
け
た
の
は
、
音
楽
の

根
上
先
生
、
絵
画
の
田
辺
三
重
松
先
生

(

3
年
生
か
ら)

、
裁
縫
の
中
村
先
生
、
習

字
の
春
日
先
生(

2
年
生
か
ら)

で
し
た
。

そ
の
外
は
生
物
、
化
学
、
物
理
と
1
年
ご

と
に
替
り
、
国
語
は
女
教
師
が
多
か
っ
た

せ
い
か
何
人
も
替
り
、
余
り
身
を
入
れ
て

勉
強
し
な
か
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。
歴

史
の
塚
原
先
生
、
外
村
先
生
は
面
白
い
授

業
を
な
さ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
一
番

影
響
を
受
け
た
の
は
根
上
先
生
、
田
辺
先

生
、
春
日
先
生(

私
は)
で
し
た
。 

根
上
先
生
の
授
業
は
と
て
も
厳
し
い

(

お
っ
か
な
い)

と
云
う
友
人
が
多
い
の

で
す
が
、
私
は
尊
敬
す
る
方
が
強
く
、
授

業
の
内
容
も
高
度
な
も
の
で
し
た
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
管
楽
器
の
音
を
レ
コ
ー
ド

で
聴
か
せ
、
そ
の
音
で
楽
器
の
名
称
を
当

て
る
試
験
が
あ
り
、
ピ
ッ
コ
ロ
、
オ
ー
ボ

エ
、
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル

ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
等
々
、

全
部
覚
え
て
今
で
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

は
、
ど
の
位
置
に
ど
の
楽
器
が
と
良
く
解

り
ま
す
。
又
4
年
生
の
合
唱
曲(

日
魯
の

講
堂
で
音
楽
会)

は
、
ボ
ロ
デ
ィ
ン
作
曲

の
合
唱
曲(

韃
靼
人
の
踊
り
と
合
唱)

、
四

部
合
唱 

(

山
の
乙
女
の
う
た) 

で
し
た
。

先
生
が
250
名
の
楽
譜
を
先
生
の
手
で
全

員
に
ガ
リ
版
摺
り
で
渡
し
て
下
さ
っ
た

時
は
と
て
も
感
激
し
、
昭
和
41
年
4
月

上
京
す
る
ま
で
手
元
に
あ
り
、
時
々
出
し

て
は
思
い
出
し
て
居
り
ま
し
た
。 

図
ら
ず
も
上
野
学
園
短
期
大
学
音
楽

科
に
勤
務
す
る
事
に
な
り
、
何
か
の
深
い

ご
縁
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
娘
た
ち
も
ピ

ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
孫
た
ち
も
ピ
ア
ノ
、

チ
ェ
ロ
、
バ
イ
オ
リ
ン
と
、
趣
味
に
プ
ロ

に
と
進
ん
で
居
り
ま
す
。
殊
に
諏
訪
内
晶

子
は
、
プ
ロ
と
な
り
世
界
中
を
駆
け
廻
り

今
年
2
月
に
は
横
浜
、
仙
台
を
拠
点
と
し

て
音
楽
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
仙
台
で
は

震
災
の
復
興
に
努
め
ま
し
た
。
根
上
先
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
喜
ば
れ
る
事
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。
又
田
辺
先
生
は
3
年

生
か
ら
で
し
た
が
、
画
期
的
な
授
業
法
で

小
学
校
か
ら
図
画
だ
け
が
苦
手
な
私
も

一
変
し
ま
し
た
。
先
生
の
生
誕
110
年
記
念

絵
画
展(

平
成
19
年)

を
銀
座
松
坂
屋
で

開
催
し
、
私
は
3
点
の
日
本
画
を
提
出
し
、

中
部
高
校
は
7
名
、
遺
愛
高
校
は
3
名
、

西
高
2
名
と
少
し
淋
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
只
今
は
横
浜
N
H
K
カ
ル
チ
ャ

ー
日
本
画
教
室
に
月
2
回
通
い
、
毎
年
の

展
覧
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
春
日
先

生
は
私
が
補
習
科
の
時
、
三
体
千
字
文
を

出
版
さ
れ
、
今
で
も
利
用
し
て
お
り
ま
す
。 

4
年
生
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
戦
争
の

気
配
が
濃
く
な
り
、
北
支
に
出
征
し
た
り

戦
死
し
た
り
、
身
内
に
も
心
配
が
漂
っ
て

来
ま
し
た
。
制
服
も
ス
フ(

人
絹
混
紡)

と

な
り
ま
し
た
。
唯
一
楽
し
い
思
い
出
は
、

戦
前
最
後
の
修
学
旅
行
で
し
た
。
函
館
発

昭
和
15
年
5
月
27
日
日
本
海
廻
り
鈍

行
、
京
都
着
5
月
31
日
、
2
、
3
泊
の

車
中
泊
で
ト
イ
レ
は
満
杯
、
起
床
は
床
上
、

若
か
っ
た
か
ら
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
奈
良
、
名
古
屋
、
東
京

着
は
6
月
4
日
、
疲
れ
と
寝
不
足
で
乗

り
物
は
居
眠
り
の
連
続
で
し
た
。
唯
一
豪

華
だ
と
思
っ
た
の
は
、
東
京
見
学
は
タ
ク

シ
ー
を
連
ね
廻
っ
た
事
で
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
ま
だ
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
日
魯
の
講
堂
で

藤
原
義
江
、
斉
田
愛
子
の
美
声
に
聞
き
惚

れ
、
巴
座(

畳
席)

で
は
三
浦
環
の
ソ
プ
ラ

ノ
蝶
々
夫
人
に
聞
き
惚
れ
、
映
画
鑑
賞
で

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
少
女(

主
役
デ
ィ

ア
ナ
ダ
ー
ビ
ン)

の
歌
声
に
感
動
し
、｢

椿

姫｣

を
教
室
で
唱
う
友
人
も
出
始
め
、
興

奮
覚
め
遣
ら
ず
で
し
た
。 

4
年
間
の
女
学
生
生
活
も
終
わ
り
、
私

は
補
習
科
へ
進
み
、
1
年
間
は
教
師
の
為

の
勉
強
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
し

た
。
小
学
校
か
ら
国
民
学
校
に
替
り
、
無

試
験
で
教
員
免
許
が
頂
け
る
と
思
っ
て

い
た
の
が
、
急
に
道
庁
か
ら
の
試
験
検
定

と
な
り
、
慌
て
て
猛
勉
強
し
、
昭
和
17
年

春
高
盛
小
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
庁
立

高
女
の
卒
業
生
は
、
プ
ラ
イ
ド
は
皆
さ
ん

持
っ
て
い
て
、
何
処
に
い
て
も
本
領
を
発

揮
し
た
と
思
い
ま
す
。
函
中
の
生
徒
は

口
々
に
庁
立
高
女
は
近
づ
け
な
い
と
云

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

33
回
生
以
後
の
後
輩
は
戦
時
中
に
な

り
、
勤
労
動
員
が
あ
り
、
英
語
は
オ
ミ
ッ

ト
、
修
学
旅
行
は
な
し
、
制
服
も
セ
ー
ラ

ー
で
な
か
っ
た
と
の
事
、
又
肺
結
核
に
な
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り
学
業
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
方
も
随
分

多
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
現
代
は
便
利

な
物
が
出
回
り
、
良
薬
が
開
発
さ
れ
、
残

っ
た
私
達
は
長
生
き
の
恩
恵
を
受
け
て

居
り
ま
す
が
、
若
い
頃
を
振
り
返
る
と
、

す
ず
ら
ん
摘
み
や
大
沼
遠
足
、
ス
キ
ー
行

軍(

五
稜
郭
裏
門
よ
り
香
雪
園
ま
で)

と

不
自
由
な
が
ら
も
た
の
し
い
青
春
時
代
、

自
然
を
満
喫
し
た
様
に
思
い
ま
す
。 

｢

校
訓｣

 

一
、
清
く
優
し
く
強
く
あ
れ
。 

一
、
質
素
勤
勉
真
剣
な
れ
。 

一
、
礼
儀
正
し
く
上
品
な
れ
。 

一
、
思
慮
判
断
を
謬
ら
ず
言
動
は
最
も
慎

む
べ
し
。 

真
面
目
に
守
っ
て
今
日
ま
で
歩
ん
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す 

未
亡
人
に
な
ら
れ
た
方
も
又
恋
人
や

許
嫁
を
戦
争
で
亡
く
さ
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
の
為
の
犠

牲
な
の
か
、
国
の
為
に
な
っ
た
の
か
疑
問

が
残
る
時
代
を
生
き
て
来
ま
し
た
。
人
生

最
後
の
た
の
し
み
を
し
た
い
と
思
う
此

の
頃
で
す
。
こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
っ

て
同
期
の
宮
島
ひ
ろ
さ
ん
と
記
憶
を
辿

り
認
め
ま
し
た
。 

西
高
の
伝
統
を
誇
り
に
思
い
、
卒
業
生

の
皆
様
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

(

米
寿
を
迎
え
た
33
回
生
よ
り) 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

『生
き
生
き
と
し
て
勇
ま
し
く
』 

 

高
女
38
回
生 

小
西
弥
生 

 

私
は
小
さ
い
時
か
ら
母
に｢

こ
の
子
が

男
で
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に｣

と
言
わ

れ
る
程
、
か
な
り
活
発
で
向
こ
う
見
ず
の

子
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

年
の
離
れ
て
い
る
兄
、
そ
し
て
3
人
姉

妹
の
真
ん
中
、
次
女
と
し
て
の
居
心
地
が

良
く
て
、
ま
わ
り
を
気
に
せ
ず
に
、
自
分

の
世
界
で
の
び
の
び
と
暮
ら
し
て
き
た

よ
う
に
思
う
。 

高
女
に
入
学
し
た
年
の
冬
、
体
育
の
松

村
俊
三
郎
先
生
に｢

ス
キ
ー
を
や
っ
て
み

な
い
か｣

と
声
を
か
け
ら
れ
、
指
導
を
受

け
、
校
内
の
協
議
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

順
位
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
先
生
は｢

藤

倉
さ
ん
は
強
引
だ
な
あ｣

と
い
つ
も
笑
っ

て
い
ら
し
た
。 

2
年
生
の
冬
、
札
幌
で
北
海
道
大
会
が

あ
り
、
先
生
に
引
率
さ
れ
て
ス
キ
ー
用
具

と
お
米
を
持
っ
て
札
幌
に
向
か
っ
た
。
円

山
公
園
の
そ
ば
の
旅
館
に
泊
ま
り
、
翌
日

藻
岩
山
の
頂
上
か
ら
の
滑
降
、
そ
し
て
大

回
転
と
出
場
は
し
た
も
の
の
、
札
幌
勢
の

強
さ
に
は
と
て
も
敵
わ
ず
、
大
回
転
が
54

位
、
滑
降
に
い
た
っ
て
は
も
っ
と
下
位
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。 

卒
業
後
も
ス
キ
ー
は
続
け
て
い
た
が
、

結
婚
し
て
子
供
も
生
れ
、
主
人
が
東
京
本

社
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
い
環
境
の

中
で
子
育
て
や
主
婦
と
し
て
の
雑
事
に

追
わ
れ
い
つ
し
か
ス
キ
ー
の
こ
と
を
思

い
出
す
こ
と
も
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
ん
な
55
歳
、
11
月
の
或
る
日
、
何

気
な
く
手
に
し
た
市
政
だ
よ
り
に
、
市
民

ス
キ
ー
教
室
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
胸
が
高

鳴
り
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
も
う
1

度
ス
キ
ー
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
蔵

王
で
行
な
わ
れ
る
ス
キ
ー
教
室
に
入
っ

た
。 初

日
ク
ラ
ス
分
け
の
日
、
直
滑
降
で
滑

り
降
り
た
私
に
振
り
分
け
ら
れ
た
ク
ラ

ス
は
、
2
級
を
持
っ
て
い
て
1
級
を
受

験
す
る
上
級
ク
ラ
ス
で
、
我
な
が
ら
驚
い

た
。 ク

ラ
ス
で
は
私
が
一
番
年
上
で
、
私
の

子
供
の
よ
う
な
年
齢
の
男
女
合
わ
せ
て

14
名
が
先
生
と
一
緒
に
行
動
す
る
。
28

年
ぶ
り
に
ウ
ェ
ア
を
着
て
ゴ
ー
グ
ル
を

つ
け
る
と
皆
と
の
違
和
感
も
な
く
な
り

生
れ
て
初
め
て
の
リ
フ
ト
に
乗
り
、
早
朝

か
ら
暮
れ
て
真
っ
暗
に
な
る
迄
ゲ
レ
ン

デ
で
滑
る
こ
と
の
み
に
熱
中
す
る
毎
日

が
と
て
も
と
て
も
楽
し
く
幸
せ
だ
っ
た
。 

最
終
日
は
5
級
か
ら
1
級
ま
で
の
バ

ッ
ジ
テ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。
普
通
は
3

級
の
バ
ッ
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
と
2
級

は
受
け
ら
れ
な
い
規
則
だ
が
、｢

特
別
に

受
け
さ
せ
て
あ
げ
る
か
ら
や
っ
て
ご
ら

ん｣

と
先
生
に
云
わ
れ
、
駄
目
元
と
滑
っ

た
が
、
幸
運
に
も
2
級
が
受
か
り
、
こ
れ

で
胸
を
張
っ
て
1
級
に
ト
ラ
イ
で
き
る

と
嬉
し
か
っ
た
。 

 

 

そ
れ
か
ら
は
欲
が
出
て
、
60
歳
ま
で
に

は
1
級
を
と
り
た
い
と
毎
年
蔵
王
の
教

室
に
通
い
念
願
叶
っ
て
59
歳
で
夢
に
迄

見
た
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
1
級
の
白
い

バ
ッ
ジ
を
手
に
し
、
川
崎
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
た
。
ス
キ
ー
仲
間
も
ふ
え
て
、

東
京
の
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
と
競
技
会
に

も
出
て
優
勝
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
も
い
く
つ

か
手
に
し
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
、

ア
メ
リ
カ
ン
ロ
ッ
キ
ー
を
滑
り
降
り
、
ウ

ィ
ス
ラ
ー
、
ヘ
ブ
ン
リ
ー
バ
レ
ー
、
ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
外
国
の
ス

キ
ー
場
を
滑
り
、
手
の
骨
や
足
の
骨
を
折

り
な
が
ら
、
冬
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
心
躍
る

季
節
だ
っ
た
。 

64
歳
の
時
、
義
母
が
転
び
背
骨
の
圧
迫

骨
折
で
入
院
、
私
も
ス
キ
ー
ど
こ
ろ
で
は

な
く
、
介
護
に
専
念
す
る
事
に
な
っ
た
。

し
か
し
義
母
を
看
取
っ
た
ら
又
ス
キ
ー

を
し
た
い
と
の
想
い
が
強
く
、
筋
力
だ
け

は
衰
え
さ
せ
な
い
よ
う
何
か
を
せ
ね
ば

と
あ
せ
っ
て
い
た
頃
、
自
由
が
丘
で
初
心

者
の
み
の
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

が
会
員
募
集
し
て
い
る
事
を
知
り
入
会
、

ダ
ン
ス
に
は
ま
り
込
ん
で
行
く
事
に
な

る 

サ
ー
ク
ル
も
楽
し
い
け
れ
ど
満
足
で

き
ず
、
も
う
少
し
極
め
て
み
た
い
気
持
ち

に
な
っ
て
70
歳
で
Ａ
級
ラ
イ
セ
ン
ス
の

先
生
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先
生
は
私
の
息
子
よ
り
年
齢

は
若
い
が
、
尊
敬
す
る
ダ
ン
ス
の
師
で
あ

り
、
信
頼
す
る
整
体
師
で
も
あ
る
。 

｢

体
の
歪
み
を
直
し
て
正
し
い
姿
勢
を

保
っ
て
運
動
出
来
る
体
で
踊
れ
ば
、
内
臓

も
定
位
置
に
定
ま
っ
て
健
康
に
な
り
腰
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も
ひ
ざ
も
痛
く
な
ら
な
い｣

と
先
生
の
持

論
で
あ
る
。
そ
の
通
り
な
の
で
日
々
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

先
生
に
教
わ
っ
て
か
ら
12
年
、
未
だ
に

姿
勢
を
直
さ
れ
「
左
の
肋
骨
の
上
か
ら
2

番
目
を
膨
ら
ま
せ
て
。
肩
甲
骨
を
意
識
し

て
。
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
弱
い
。 

 

最
初
か
ら
最
後
迄
流
れ
を
切
ら
さ
な
い

で
。
集
中
し
て
。
」
な
ど
な
ど
注
意
さ
れ

な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
る
。  

一
昨
年
の
7
月
に
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
で
プ
ロ
、
ア
マ
ミ
ッ
ク
ス
コ
ン
ペ
の
ス

ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
の
部
で
先

生
と
踊
り
賞
状
を
頂
き
、
昨
年
7
月
は
先

生
が
ス
タ
ジ
オ
を
自
由
が
丘
に
移
し
て

か
ら
10
周
年
に
当
た
り
、
御
祝
に
同
じ
く

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
ワ
ル
ツ
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
。 

次
の
目
標
は
15
周
年
を
祝
っ
て
デ
モ

を
す
る
こ
と
、
そ
の
時
私
は
87
歳
に
な
っ

て
い
る
け
ど
、
夢
で
終
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。 

     

回
生
だ
よ 
 

 

 (

３
回
生)

 

猛
吹
雪
の
函
館
か
ら
も
参
加 

昨
年
11
月
27
日
、
同
期
会
の
開
催
場

所
の
芝
浦
の
料
亭｢

牡
丹｣

は
、
6
年
前
に

も
利
用
し
た
所
で
、
高
級
感
あ
り
好
評
で

し
た
の
で
、
ま
た
こ
こ
に
し
ま
し
た
。
当

日
の
朝
、
函
館
は
猛
吹
雪
だ
っ
た
の
で
、

函
館
の
人
が
来
れ
る
か
ど
う
か
懸
念
し

ま
し
た
が
無
事
到
着
し
た
の
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
帯
広
や
金
沢
や
静

岡
の
人
も
参
加
し
、
全
部
で
17
人
に
な
り

ま
し
た
。 

12
時
か
ら
3
時
ま
で
、
美
味
な
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
以
前
の
写
真
を
見
せ

あ
っ
て
思
い
出
に
ふ
け
っ
た
り
、
函
館
の

様
子
を
聞
い
た
り
、
急
病
で
救
急
車
で
運

ば
れ
三
途
の
川
を
見
た
人
の
話
に
耳
を

傾
け
た
り
、
歓
談
に
終
始
し
ま
し
た
。 

二
次
会
は
は
と
バ
ス
で
す
。
晴
れ
て
い

た
の
で
、
夕
日
に
輝
く
富
士
山
が
き
れ
い

に
見
え
ま
し
た
。
三
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
で

し
た
。 

女
性
5
人
は
八
重
洲
の
ホ
テ
ル
に
宿

泊
し
ま
し
た
。
深
夜
ま
で
し
ゃ
べ
っ
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

(

徳
田
安
正 

記)
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 (

10
回
生) 

同
期
会
で
美
味
し
い
「赤
か
ぶ
」 

今
年
2
回
目
の
同
期
会
を
11
月
28

日
に
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
本
店
、
「
桃
杏

楼
」
で
開
催
し
、
14
名
が
集
ま
っ
た
。
例

年
、
こ
の
時
期
に
集
ま
る
の
は
、
12
月
に

入
れ
ば
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
予
定

が
重
な
る
だ
け
で
な
く
、
加
野
夫
妻
の
共

同
作
業
に
よ
る
「
赤
か
ぶ
」
の
美
味
し
い

漬
物
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ

る
。 各

人
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
が
、
今
回

の
参
加
者
は
総
じ
て
健
康
で
大
病
を
患

っ
た
と
い
う
報
告
は
無
か
っ
た
。
印
象
に

残
っ
た
報
告
と
し
て
、
塩
野
七
生
著
「
ロ

ー
マ
人
の
物
語
」
に
感
化
さ
れ
、
ロ
ー
マ

帝
国
の
跡
地
を
自
分
の
目
で
検
証
し
て

約
10
年
、
地
中
海
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
検
証

を
す
れ
ば
一
応
終
了
す
る
と
い
う
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
話
が
あ
っ
た
。 

最
後
に
小
嶋
同
窓
会
東
京
支
部
顧
問

か
ら
「
来
年
10
月
に
函
館
で
2
年
に
一

度
の
同
期
会(

珊
瑚
会)

が
あ
り
、
皆
さ
ん

参
加
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
5
月
18
日
に

は
つ
ゝ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
東
京
支
部
の
総

会
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
是
非
、
出

席
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
話
で
会
を
締
め

た
。 

 

(

福
井
達
郎 

記)
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 (

11
回
生) 

東
京
山
麓
会
古
希
祝
顛
末 

 

は
い
、
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
注
文
頂

約 40 年前の西高 
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い
て
会
場
の
正
面
に
掛
け
た
「
函
館
西
高

東
京
山
麓
会
古
希
祝
い
」
と
書
い
た
垂
れ

幕
の
代
金
3
万
円
を
請
求
し
忘
れ
た
の

で
す
。
函
館
の
西
高
の
方
々
は
よ
く
こ
の

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
を
使
っ
て
く
れ
ま

す
。
前
の
社
長
が
函
館
の
西
高
出
身
だ
と

か
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
使
っ
て
頂
い
た
西
高
の
11
回
生

と
か
の
幹
事
数
名
は
大
凡
2
年
ご
と
に

こ
こ
で
同
期
会
を
開
い
て
頂
い
て
い
る

の
で
よ
く
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す 

他

に
使
っ
て
頂
く
年
代
の
方
々
同
様
に
、
と

て
も
知
的
で
上
品
な
方
々
で
、
請
求
忘
れ

を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
お
く
方
々
と

は
思
え
ま
せ
ん
。 

今
回
の
集
ま
り
は
、
最
初
は
い
つ
も
の

通
り
40
名
程
と
お
伺
い
し
た
の
で
す
が

開
催
日
の
2
週
間
ほ
ど
前
に
は
50
名
位

に
増
え
る
か
も
と
連
絡
あ
っ
た
上
に
最

終
確
認
の
1
週
間
前
に
60
名
以
上
に
な

る
と
言
う
の
で
す
。
予
約
人
数
が
50
％
も

増
え
る
の
は
私
も
あ
ま
り
経
験
し
た
事

が
無
い
の
で
す
が
当
日
に
は
何
と
63
名

の
参
加
者
と
言
わ
れ
準
備
に
追
わ
れ
た

ほ
ど
で
す
。 

東
京
山
麓
会
と
言
い
な
が
ら
、
挨
拶
を

小
耳
に
す
る
限
り
で
は
東
京
だ
け
で
な

く
関
西
・
中
部
か
ら
東
北
、
当
然
北
海
道

も
含
め
て
集
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。 

前
の
時
は
な
ん
か
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ

ヤ
か
ら
参
加
に
駆
け
付
け
た
な
ん
て
話

を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も

今
か
ら
３
万
円
請
求
で
き
な
い
か
な
ぁ

～
～
～
。 

準
備
打
合
せ
の
時
に
二
次
会
で
つ
ま

み
の
様
な
も
の
を
持
ち
こ
ん
で
よ
い
か

ど
う
か
聞
か
れ
ま
し
て
、
ど
う
せ
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
や
チ
ー
ズ
な
ど
を
持
っ
て
来
ら
れ

る
ん
だ
ろ
う
と｢

あ
ま
り
派
手
に
や
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
い
で
す
よ
。｣

と
言

っ
た
の
で
す
が
当
日
覗
い
て
み
て
び
っ

く
り
で
し
た
。 

 
い
く
ら
函
館
と
は
言
え
、
身
が
透
き
通

っ
た
正
に
本
場
の
細
切
り
イ
カ
ソ
ー
メ

ン
が
ど
ど
～
ん
と
大
皿
に
盛
ら
れ
テ
ー

ブ
ル
で
さ
ん
さ
ん
と
輝
い
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
？
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
ア
ン
肝
で
す
！
！
！
そ
れ
も

缶
詰
や
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
物
と

は
全
く
違
っ
た
全
体
に
柔
ら
か
そ
う
で

光
沢
が
あ
っ
て
中
央
部
が
ピ
ン
ク
に
輝

い
て
恐
ら
く
口
に
入
れ
れ
ば
と
ろ
り
と

溶
け
そ
う
な
フ
ォ
ア
グ
ラ
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。 

そ
の
日
の
朝
に
函
館
の
市
場
で
購
入

し
た
真
っ
赤
な
ス
ル
メ
イ
カ
を
昼
の
フ

ラ
イ
ト
で
羽
田
に
着
い
た
参
加
者
が
氷

詰
め
で
運
び
夕
刻
に
イ
カ
ソ
ー
メ
ン
に

し
て
持
っ
て
き
た
も
の
だ
そ
う
で
、
あ
ん

肝
は
参
加
者
の
中
に
築
地
市
場
の
専
門

卸
商
の
女
将
さ
ん
が
い
て
、
朝
入
荷
し
た

ア
ン
コ
ウ
を
捌
い
て
一
番
良
い
肝
を
軽

く
ゆ
で
て
持
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。 

何
時
も
イ
タ
リ
ア
ン
を
主
と
し
た
料

理
を
扱
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
あ
の
ア

ン
肝
一
切
れ
口
に
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。 

持
ち
込
み
の
話
と
言
う
と
、
お
酒
の
持
ち

込
み
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
の
で
沢
山
ど

う
ぞ
と
も
申
し
上
げ
た
の
で
す
。 

飲
み
放
題
で
60
名
で
が
ぼ
が
ぼ
呑
ま

れ
て
し
ま
っ
て
は
当
店
の
経
費
は
上
が

る
ば
か
り
で
、
持
ち
こ
み
が
あ
っ
た
方
が

当
方
か
ら
用
意
す
る
分
が
減
る
の
で
有

難
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
お
酒
の
方
の
持

ち
込
み
は
一
切
な
く
二
次
会
で
も
正
に

北
海
道
を
思
い
出
さ
せ
る
懐
か
し
い
お

つ
ま
み
が
出
て
飲
む
ペ
ー
ス
が
落
ち
る

事
も
な
く
酒
は
出
し
て
も
出
し
て
も
の

感
じ
で
し
た
。 

知
的
で
上
品
で
も
私
に
は
儲
け
の
少

な
い
喜
ば
し
い
客
で
は
無
か
っ
た
で
す

ね
ぇ~~~
。 

入
れ
替
わ
り
勝
手
な
挨
拶
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
次
の
会
は
北
海
道
新
幹

線
が
開
通
し
た
時
が
良
い
だ
と
か
、
70
歳

の
自
分
に
ご
褒
美
だ
と
か
、
行
き
平
均
時

速
40
キ
ロ
帰
り
平
均
時
速
60
キ
ロ
で
走

っ
た
場
合
の
全
体
平
均
速
度
は
50
キ
ロ

で
は
な
い
と
か
、
色
々
面
白
そ
う
な
話
が

出
て
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
70
歳
に
も
な
る
元
北
国
の
純
朴

な
る
高
校
生
で
あ
っ
た
爺
さ
ん
婆
さ
ん

の
目
の
輝
き
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
処
か

ら
来
る
の
か
驚
き
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も

3
万
円
気
付
い
て
支
払
っ
て
頂

戴
！
！
！
！ 

平
成
24
年
11
月
17
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

副
店
長
Ｋ
の
つ
ぶ
や
き
！ 

(

小
野
晋
二 

記)
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

(

17
回
生) 

喫
茶
店
で
延
長
戦 

東
京
支
部
同
窓
会
の
無
い
本
年
は
、
春

に
他
支
部
同
期
と
の
1
泊
旅
行
同
期
会

を
開
催
し
、
秋(

11
月
25
日)

に
東
京
支

部
同
期
だ
け
の
開
催
を
実
施
し
ま
し
た
。

3
連
休
の
最
終
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

12
名
で
開
催
で
き
ま
し
た
。 

ほ
と
ん
ど
の
人
は
半
年
振
り
の
再
会

で
し
た
が
、
函
館
の
同
期
生
浦
袖
君
の
急

死
も
あ
り
静
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
時
間
と
と
も
に
い
つ
も
の
賑
わ
い
と

な
り
、
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

団
塊
世
代
の
我
々
も
つ
い
に
年
金
満
額

受
け
取
り
の
歳
と
な
り
、
老
後
の
こ
と
孫

の
こ
と
、
欠
席
者
の
近
況
報
告
と
い
つ
も

の
話
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
話
足
ら
ず
、

喫
茶
店
で
の
延
長
戦
と
満
足
の
半
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。 
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今
年
5
月
18
日
に
は
元
気
で
再
会
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。 

 

(

竹
澤
秀
明 

記)
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 (

19
回
生) 

13
時
前
か
ら
乾
杯
の
練
習 

19
期
東
京
会
は
、
今
回
で
23
回
目
の

開
催
と
な
り
、
20
名
出
席
し
ま
し
た
。
昨

年
に
続
き
今
年
も
同
期
の
美
人
の
マ
マ

が
経
営
す
る
お
店(

目
黒
区
の｢

港
や｣)

で
昨
年
12
月
1
日
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
13
時
少
々
前
か
ら
乾
杯
の
練
習
と
称

し
て
、
何
度
練
習
し
た
こ
と
か
・
・
・ 

還
暦
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が

殆
ど
で
す
が
、
や
っ
と
転
勤
族
か
ら
解
放

さ
れ
た
人
、
農
作
業
に
取
り
組
む
人
、
趣

味
の
釣
り
を
す
る
た
め
に
眼
前
に
相
模

湾
を
見
下
ろ
す
と
こ
ろ
へ
引
っ
越
し
た

人
、
大
手
や
中
小
企
業
で
バ
リ
バ
リ
の
社

長
と
し
て
活
躍
す
る
人
等
々
・
・
・ 

話
題
の
中
心
は
、
親
の
介
護
、
自
身
の

将
来
と
健
康
の
こ
と
、
孫
の
世
話
な
ど
、

約
3
時
間
も
瞬
間
風
速
の
様
に
過
ぎ
去

り
、
最
後
は
全
員
で
声
高
ら
か
に
応
援

歌
・
校
歌
を
歌
い
上
げ
明
年
の
再
会
を
約

し
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
に
は
半
数
以
上

が
参
加
し
、
同
年
代
で
し
か
歌
え
な
い
歌

に
お
し
ゃ
べ
り
に
充
実
の
一
日
を
楽
し

み
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
帰
宅
の
途
に

つ
き
ま
し
た
。 

(

川
瀬
俊
吉 

記)
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

  
特
集
２ 
 

 
《会
員
の
投
稿
集
》 

 

同
期(

浦
袖
進
君)
の
死
を
悼
む 

 

竹
澤
秀
明(

17
回
生) 

 

彼
の
死
は
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
24
年
10
月
6
日
夕
刻
、
函
館
の
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会
出
席
を
終
え
羽
田
空
港

に
着
き
、
機
外
に
出
て
携
帯
電
話
の
ス
イ

ッ
チ
を｢

Ｏ
Ｎ｣

、
着
信
履
歴
を
確
認
す
る

と
２
通
の
着
信
が
あ
り
ま
し
た
が
函
館

の
同
期
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
帰
宅
を
急
い

で
い
た
私
は｢

ど
う
せ
同
窓
会
、
同
期
会｣

に
関
す
る
事
だ
ろ
う
と
思
い
、
帰
宅
後
に

返
信
す
れ
ば
と
２
時
間
近
く
か
か
る
帰

宅
を
急
ぎ
ま
し
た
。 

羽
田
で
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
途
端
、

携
帯
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
震
え
、
先

ほ
ど
の
同
期
の
女
性
か
ら
で
し
た
。
車
内

で
し
た
が
出
る
と｢

昨
日
は
お
疲
れ
様
。

と
こ
ろ
で
浦
袖
く
ん
が
亡
く
な
り
ま
し

た｣

。
車
内
で｢

エ
ー｣

。
前
の
席
の
お
ば

さ
ん
が
私
を
見
た
。
手
短
か
に
様
子
を
聞

く
と｢

今
朝
亡
く
な
り
、
今
検
視
中｣

と
の

事(

自
宅
で
亡
く
な
っ
た
た
め
か)

。 

い
っ
た
ん
携
帯
を
切
り
帰
宅
後
、
電
話

で
再
確
認
し
ま
し
た
。
5
日
の
同
窓
会
・

同
期
会
に
も
出
席
し
夜
10
時
半
頃
他
の

同
期
の
車
で
私
の
宿
泊
ホ
テ
ル
経
由
で

帰
宅
し
就
寝
、
翌
朝
奥
さ
ん
は
彼
が
寝
て

い
た
の
で
外
出
、
帰
宅
後
起
き
て
い
な
い

の
で
確
認
す
る
と
布
団
の
中
で
冷
た
く

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
死
因
は｢

心
不

全｣

。
彼
と
遺
族
に
は
申
し
訳
な
い
が
最

高
の
死
で
す
。
彼
は
以
前｢

脳
内
出
血｣

で

倒
れ
入
院
を
し
て
軽
い
麻
痺
と
記
憶
の

一
部
の
欠
落
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
リ
ハ

ビ
リ
で
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
少
し

良
く
な
る
と
調
子
に
乗
り
車
を
運
転
し

軽
度
の
事
故
も
起
こ
し
た
り
も
し
ま
し

た
。 春

の
同
期
会(

札
幌
、
函
館
、
仙
台
、
関

東
在
住
者)

で
東
北
温
泉
1
泊
旅
行
直
前
、

千
葉
の
娘
夫
婦
・
孫
に
会
い
に
き
て
い
る

最
中
に
再
度
倒
れ
暫
く
入
院
、
こ
の
た
め

楽
し
み
に
し
て
い
た
同
期
会
の
出
席
が

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
函
館

で
の
療
養
で
10
月
5
日
の
同
窓
会
・
同

期
会
に
出
席
出
来
る
ま
で
に
回
復
、
私
も

彼
と
再
会
出
来
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。 

し
か
し
会
っ
て
話
し
て
い
る
と
、
顔
の

表
情
に
張
り
は
な
く
、
言
葉
も｢

ロ
レ
ツ｣

が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
よ
う
で
し
た
。
も
と

も
と
言
葉
を
ハ
ッ
キ
リ
話
さ
な
い
彼
で

し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
言
い
淀
む
の
で

｢

リ
ハ
ビ
リ
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
の

か
、
禁
煙
は
し
て
い
る
の
か
？｣

と
あ
え

て
詰
問(

酒
は
飲
ま
な
い)

し
ま
し
た
。
彼

は
禁
煙
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
函
館
の
仲
間
か
ら
禁
煙
し
な

い
と｢

絶
交｣

だ
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら

で
す
。 

今
か
ら
思
う
と
チ
ョ
ッ
ト
言
い
過
ぎ

た
よ
う
で
後
悔
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

に
彼
の
事
を
心
配
し
て
く
れ
る
仲
間
が

大
勢
い
る
こ
と
は
、
い
か
に
慕
わ
れ
て
い

た
か
の
証
明
で
あ
り
ま
す
。
長
い
間
函
館

の
同
期
会
を
纏
め
、
各
地
の
同
期
と
の
連

絡
、
名
簿
の
整
理
と
労
を
厭
わ
な
い
活
動

を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
ラ

グ
ビ
ー
部
で
培
わ
れ
た
チ
ー
ム
ス
ワ
ー

ク
の
成
せ
る
も
の
か
と
。 

顔
に
似
ず
孫
に
メ
ロ
メ
ロ
で
年
に
数

度
上
京
し
て
い
ま
し
た
。
又
東
京
支
部
の

同
窓
会
・
同
期
会
に
何
度
も
出
席
し
て
く

れ
ま
し
た
。
同
期
会
で
は
函
館
弁
丸
出
し
、

特
に
強
い
浜
言
葉
口
調
に
な
る
と
聞
き

取
り
に
苦
し
み
、
あ
る
時
、
同
期
の
女
性

い
わ
く｢

浦
袖
君
の
話
は
半
分
し
か
わ
か

ら
な
い
。
竹
澤
君
通
訳
し
て｣

。
こ
れ
に

は
皆
大
笑
い
を
し
た
も
の
で
す
が
、
今
は

も
う
あ
の
函
館
弁
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
訃
報
を
東
京
の
同
期
達
に
連
絡

し
て
い
る
と
、
あ
る
女
性
は
電
話
の
向
こ

う
で
涙
が
出
て
き
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
東
京
の
連
中
も
慕
っ
て
い
ま
し
た
。

今
頃
あ
の
世
で
思
う
存
分｢

た
ば
こ｣

を

吸
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
合
掌
。 
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50
歳
か
ら
の
イ
ク
メ
ン 

 

中
川
喜
久
則(

31
回
生) 

 

そ

の

昔
、
織
田

信

長

は

“

人

間

50
年
、
下

天

の

内

を

く

ら

ぶ
れ
ば
夢
幻
の
ご
と
く
な
り
。
一
度
生
を

得
て
滅
せ
ぬ
者
の
あ
る
べ
き
か
”
と
“
敦

盛
”
を
舞
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
代
は
50

歳
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
人
生
半
ば
で

す
。 さ

て
、
こ
の
度
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
長
年
待
ち
望
ん
だ
子
供
が
昨
年
、
50

歳
に
し
て
授
か
る
こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
名
前
は
函
館
五
稜

郭
の
稜
に
太
で
“
り
ょ
う
た
”
と
名
付
け

ま
し
た
。 

私
と
同
年
代
の
人
に
は
、
す
で
に
孫
が

い
る
人
も
い
ま
す
が
、
若
い
父
母
に
負
け

な
い
様
、
函
館
魂
で
頑
張
っ
て
イ
ク
メ
ン

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

先
日
、
函
館
の
実
家
に
私
が
赤
ん
坊
の

頃
着
て
い
た
50
年
前
の
着
物
が
き
れ
い

な
状
態
で
残
っ
て
い
て
子
供
に
着
せ
て

み
ま
し
た(

＊
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
時
代
の

も
の
で
す
が)

。
親
子
２
代
で
こ
の
着
物
を

着
た
の
か
と
思

う
と
感
慨
深
く
、

改
め
て
親
の
愛

情
を
感
じ
ま
し

た
。 今

は
物
が
あ
ふ
れ
、
使
い
捨
て
の
時
代

で
50
年
も
服
を
大
切
に
し
ま
っ
て
お
く

こ
と
な
ど
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
着
物

は
い
つ
の
日
か
稜
太
に
子
供
が
出
来
た

時
に
渡
せ
る
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
の
今
後
の
不
安
と
い
え
ば
、
子
供
の

成
長
と
共
に
訪
れ
る
運
動
会
な
ど
の
行

事
で
あ
り
ま
す
。
他
の
父
兄
と
の
年
齢
差

は
歴
然
、
見
た
目
若
作
り
を
心
掛
け
お
り

ま
す
が
、
中
身
は
50
の
オ
ッ
サ
ン
で
す
。

老
眼
、
50
肩
・
・
・
し
か
し
、
か
わ
い
い

子
供
の
た
め
に
気
力
体
力
衰
え
な
い
様
、

気
合
い
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

つ
つ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
東
京
支
部
の
中

で
は
、
若
輩
者
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
諸
先
輩
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

戦
時
中
に
壁
を
黒
く
塗
っ
た
校
舎 

 

～
弥
生
小
学
校
の
想
い
出 

 

藤
川
巌(
20
回
生) 

  

私
は
北
海
道
釧
路
市
で
昭
和
27
年
2

月
に
生
ま
れ
、
小
学
校
2
年
生
の
時
に
函

館
市
立
弥
生
小
学
校
に
転
校
し
ま
し
た
。

母
と
二
人
で
転
校
手
続
き
を
し
た
日
、
明

日
か
ら
通
う
こ
と
に
な
る
教
室
に
一
人

で
い
て
淋
し
く
な
り
、
泣
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。 

学
校
は
外
壁
の
ベ
ー
ジ
ュ
の
上
か
ら

黒
く
塗
ら
れ
て
い
て
、
汚
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
後
日
、
そ
れ
は
戦
時
中

に
空
襲
さ
れ
な
い
よ
う
に
黒
く
塗
っ
た

の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
廊
下

に
は
こ
の
学
校
で
代
用
教
員
を
務
め
た

こ
と
が
あ
る
石
川
啄
木
の
写
真
が
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
妙
に
暗
い
感
じ
で
し

た
。 

〝
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
我
泣
き

濡
れ
て
蟹
と
戯
む
る
〟 

『
悲
し
き
玩
具
』
や
『
一
握
の
砂
』
な
ど

の
歌
集
を
詠
ん
だ
詩
人
で
す
。 

毎
日
、
元
町
の
ロ
ー
プ
―
ウ
ェ
イ
発
着

所
の
そ
ば
に
あ
っ
た
家
か
ら
海
や
坂
道

を
横
目
に
見
な
が
ら
、
学
校
ま
で
20
～

30
分
の
ん
び
り
歩
い
て
通
学
し
て
い
ま

し
た
。
静
か
で
の
ど
か
な
光
景
で
し
た
。

旧
い
街
ら
し
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
ロ

シ
ア
正
教
の
教
会
、
東
本
願
寺
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
寺
院
が
あ
り
、
レ
イ
モ

ン
さ
ん
と
い
う
ハ
ム
を
作
っ
て
い
る
ド

イ
ツ
人
が
い
て
、
亀
井
勝
一
郎
の
家
も
あ

り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
豊
か
な
自
然
と

文
化
的
な
環
境
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

小
学
生
の
頃
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
宮
村

君
と
何
度
も
函
館
山
に
登
っ
た
こ
と
も

思
い
出
し
ま
す
。
山
頂
に
は
防
空
壕
が
あ

り
、
本
州
と
北
海
道
の
動
植
物
の
分
布
境

界
線
と
い
わ
れ
る
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
頂
を
左
に
行
く
と

広
く
開
け
た
千
畳
敷
が
あ
り
、
草
に
寝
こ

ろ
び
な
が
ら
津
軽
海
峡
を
眺
め
ま
し
た
。

夕
焼
け
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
大
き

な
石
を
カ
ウ
チ
に
み
た
て
、
そ
の
石
に
寄

り
か
か
り
な
が
ら
お
に
ぎ
り
や
ソ
ー
セ

ー
ジ
、
果
物
な
ど
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。 

 

我
々
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の

最
後
の
世
代
で
す
が
、
弥
生
小
学
校
は
一

体
何
人
の
児
童
を
送
り
出
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。
愛
宕
中
学
校
が
狭
く
て
、
弥
生

小
学
校
の
教
室
を
分
校
と
し
て
使
っ
て

い
た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。 

 

し
か
し
、
平
成
21
年
、
我
々
が
通
っ
た

昭
和
15
年
に
建
て
ら
れ
た
弥
生
小
学
校

旧
校
舎
は
老
朽
化
の
た
め
に
解
体
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
卒
業
生
の
一

人
と
し
て
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
で
し

た
が
、
昨
年
に
は
新
し
い
校
舎
が
落
成
し
、

4
月
に
は
新
一
年
生
の
入
学
式
が
行
な

わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

あ
れ
か
ら
50
年
、
私
は
昨
年
4
月
、

仕
事
中
に
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
7
か
月

余
り
入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
現
在
も

リ
ハ
ビ
リ
の
日
々
で
す
。
函
館
に
は
、
も

う
何
年
も
帰
郷
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
元
気
に
な
っ
た
ら
も
う
一
度
、
弥
生

小
学
校
や
愛
宕
中
学
校
、
函
館
西
高
の
建

ち
並
ぶ
元
町
界
隈
を
、
献
身
的
に
看
病
し

て
く
れ
た
妻
と
二
人
で
歩
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

単
身
赴
任

6
年
生
の
ひ
と
り
ご
と 

 

 
 

野
口
卓
史(

27
回
生)  

私
は
、
今
は
函
館
市
と
な
り
ま
し
た
が

当
時
の
南
茅
部
町
の
臼
尻
中
か
ら
西
高

に
入
り
ま
し
た
。
臼
尻
中
に
は
1
年
し
か

在
席
せ
ず
、
そ
の
前
は
当
時
の
戸
井
町
に

4
年
、
汐
首
小
、
潮
光
中
を
経
て
の
西
高

入
学
で
し
た
。 



                  つゝじヶ丘だより東京 第 10 号        平成 25 年 5 月 18 日 

 - 20 -

南
茅
部
、
戸
井
も
共
に
漁
師
町
で
、
い

ず
れ
も
夏
の
昆
布
漁
が
メ
イ
ン
の
産
物

で
し
た
の
で
、
昆
布
漁
が
始
ま
る
と
男
子

が
漁
の
手
伝
い
で
登
校
し
な
い
の
に
驚

き
ま
し
た
。 

入
学
後
は
、
現
在
は
北
斗
市
に
な
り
ま

し
た
が
、
当
時
の
上
磯
町
の
茂
辺
地
の
母

方
の
祖
父
母
の
と
こ
ろ
に
居
候
し
、
西
高

へ
は
汽
車
通
で
し
た
。 

茂
辺
地
の
家
は
服
屋
に
貸
し
て
改
装

し
た
た
め
、
二
間
し
か
な
く
、
し
か
も
ト

イ
レ
は
外
、
明
か
り
は
無
く
、
夜
は
懐
中

電
灯
が
た
よ
り
で
し
た
。
後
に
は
一
部
屋

増
築
し
て
も
ら
い
、
ト
イ
レ
も
中
に
作
り

ま
し
た
の
で
、
助
か
り
ま
し
た
が
、
結
構

今
考
え
る
と
厳
し
い
生
活
し
て
ま
し
た

で
す
ね
。
風
呂
は
銭
湯
で
し
た
が
、
冬
は

帰
る
ま
で
に
髪
が
凍
っ
て
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。 

朝
は
6
時
48
分
発
、
函
館
駅
に
は
、

7
時
半
過
ぎ
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
は
歩
い

て
西
高
ま
で
通
い
ま
し
た
。
や
は
り
冬
は

大
変
だ
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。 

教
室
に
着
い
て
も
ま
だ
ス
ト
ー
ブ
に

火
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
少
し
経
つ
と
用
務

員
さ
ん
が
、
火
を
着
け
に
来
て
い
ま
し
た

ね
。 汽

車
に
乗
り
遅
れ
て
、
遅
刻
は
3
年
間

で
五
回
ほ
ど
。
帰
り
は
卓
球
部
の
練
習
が

終
わ
っ
て
9
時
台
の
汽
車
で
帰
る
の
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。
汽
車
の
中
で
寝
て
し

ま
っ
て
、
当
別
ま
で
行
っ
て
し
ま
い
、
歩

い
て
帰
っ
た
こ
と
も
。
釜
谷
ま
で
行
っ
た

時
は
さ
す
が
に
、
だ
い
ぶ
待
っ
て
折
返
し

の
汽
車
で
帰
り
ま
し
た
ね
。 

そ
う
い
え
ば
、
冬
の
帰
り
の
八
幡
坂
で

こ
け
て
、
そ
の
ま
ま
10
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

滑
っ
て
い
っ
て
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

部
活
の
卓
球
は
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
方
で
、
下
手
く
そ
の
ま
ま
で
し

た
が
、
今
で
も
ま
だ
週
一
で
や
っ
て
お
り

ま
す
。
老
化
防
止
に
も
い
い
で
す
よ
。
ま

た
う
ち
ら
の
学
年
は
入
部
人
数
も
多
く
、

最
初
の
頃
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
か
球
拾
い

ば
っ
か
り
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

1
年
は
3
組
で
担
任
は
松
岡
先
生
、

2
年
は
1
組
田
村
先
生
、
3
年
は
4
組

大
関
先
生
で
し
た
。 

2
年
生
の
時
が
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
市
戸
と
い
う
奴

と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、
だ
い
ぶ
ア
ホ
や

り
ま
し
た
。 

文
化
祭
で
は
、
ク
ラ
ス
で
映
画
を
出
し

ま
し
た
。
3
年
生
も
映
画
や
っ
て
い
た
ク

ラ
ス
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
ス
ト
ー
リ
ー
映

画
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
シ
ョ
ー
ト
コ
ン

ト
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
や
っ
て
い
る

方
は
、
可
笑
し
く
て
腹
抱
え
な
が
ら
や
っ

て
ま
し
た
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
る
と
面

白
く
な
く
て
受
け
な
か
っ
た
り
、
イ
マ
イ

チ
と
思
っ
て
い
た
の
が
受
け
た
り
し
ま

し
た
ね
。
出
演
も
し
ま
し
た
が
、
い
い
記

念
で
す
。
こ
の
時
は
暗
幕
に
理
科
室
の
カ

ー
テ
ン
黙
っ
て
外
し
て
使
っ
た
り
し
て
、

コ
ロ
ン
ボ(

担
任
の
田
村
先
生
で
す)

か

ら
1
日
4
回
も
怒
ら
れ
ま
し
た
。
他
の

3
回
は
記
憶
が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

田
村
先
生
は
お
洒
落
に
蝶
ネ
ク
タ
イ

で
し
た
ね
。 

生
徒
会
選
挙
の
応
援
演
説
も
そ
の
市

戸
と
や
り
、
お
笑
い
の
演
説
を
し
た
ら
、

あ
と
で
梅
田
先
生
か
ら
、
ふ
ざ
け
る
な
と

怒
ら
れ
ま
し
た
。 

年
度
末
に
は
、
予
餞
会
の
司
会
も
黒
田

和
子
さ
ん(

今
は
同
期
生
の
曽
我
君
と
結

婚
し
、
札
幌
に
お
り
3
人
の
お
孫
さ
ん
も

お
り
ま
す)

と
や
ら
せ
て
頂
き
、
楽
し
く

い
い
思
い
出
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
か

こ
の
司
会
の
打
ち
合
わ
せ
・
練
習
の
時
騒

が
し
い
と
、
こ
れ
ま
た
梅
田
先
生
に
怒
ら

れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
梅
田

先
生
は
牛
乳
瓶
の
底
の
よ
う
な
眼
鏡
を

か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
同
じ
校
舎
で

過
ご
し
た
の
は
、
西
高
だ
け
で
す
。
校
舎

は
ま
だ
古
い
校
舎
の
時
で
す
。
私
の
母
も

庁
立
高
女
で
し
た
の
で
、
同
じ
校
舎
で
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
（
実
際
に
は
女

子
高
1
回
生
の
よ
う
で
す
し
た
が
）
。 

同
窓
生
の
方
と
は
、
年
代
が
違
っ
て
も

、
同
じ
高
校
出
身
と
い
う
だ
け
で
親
近
感

も
あ
り
ま
す
し
、
普
通
に
お
話
も
出
来
る

の
は
不
思
議
で
す
ね
。
も
う
50
歳
を
過
ぎ

ま
し
た
が
、
同
窓
会
に
出
て
も
ペ
ー
ペ
ー

で
、
皆
様
の
矍
鑠
と
し
た
お
姿
を
拝
見
す

る
と
、
逆
に
元
気
を
頂
い
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。 

関
東
で
も
同
期
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
中
々
み
な
さ
ん
、
子
育
て
、
介
護

あ
る
い
は
、
仕
事
で
忙
し
い
年
代
と
な
り

、
中
々
参
加
人
数
が
増
え
な
い
の
が
、
悩

み
で
す
ね
。
で
も
継
続
す
る
こ
と
が
、
一

番
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

全
体
の
同
期
会
は
、
前
回
平
成
15
年
に

約
百
名
の
出
席
に
て
函
館
に
て
開
催
し
、

5
年
後
に
次
回
を
予
定
と
発
表
も
し
ま

し
た
が
、
丁
度
そ
の
年
か
ら
単
身
赴
任
に

な
り
、
一
時
的
に
今
は
、
関
東
の
住
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
が
、
そ
ろ
そ
ろ

次
を
考
え
な
け
れ
ば
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
る
次
第
で
す
。
久
し
振
り
に
同
期
の

元
気
な
顔
見
た
い
で
す
よ
ね
。
皆
様
が
元

気
で
過
ご
し
、
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み

に
、
単
身
生
活
頑
張
り
ま
す
。 

皆
様
も
健
康
で
、
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す

様
に
。 

 

 

  

函
館
と
イ
カ
と
ジ
ャ
ッ
ク
ス 

 

 
 

９
回
生 

 

今 

修
司(

9
回
生) 

 

ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
い
う
カ
ー
ド
会
社
の
本
社

所
在
地
が
実
は
函
館
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。 
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そ
の
た
め
本
部
機
能
が
東
京
に
移
っ
た

今
で
も
年
一
回
の
株
主
総
会
は
函
館
で
行

な
っ
て
い
る
。
現
在
は
若
松
町
に
函
館
支
店

が
あ
る
が
、
末
広
町
に
あ
る｢

函
館
市
文
学

館
」は
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
旧
本
社
ビ
ル
で
あ
る

（平
成
元
年
に
函
館
市
に
寄
贈
）。
社
是
と

し
て
東
京
本
社
に
掲
げ
て
あ
る
「信
為
万
事

本
（信
を
万
事
の
本
と
為
す
）」
の
書
は
西

高
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
春
日
浩
洞
先

生
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
座

右
の
銘
は
「
着
々
寸
心
洋
々
万
里
」
。 

昭
和
34
年
、
私
が
入
社
し
た
時
は
「デ
パ

ー
ト
信
用
販
売
」と
い
っ
て
い
た
が
６
月
に
は

「
北
日
本
信
用
販
売
」
に
社
名
が
変
わ
っ
た
。

銀
座
通
り
の
梅
津
商
店
の
向
か
い
の
「小
野

商
店
」
に
間
借
り
し
て
い
た
。
昭
和
28
年
朝

日
新
聞
「デ
パ
ー
ト
に
も
月
賦
時
代
？
」の

記
事
を
読
み
、
翌
29
年
６
月
に
役
職
員
５

人
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た
が
、
洞
爺
丸
台

風
で
事
務
所
の
屋
根
が
吹
き
飛
ん
だ
の
で
、

こ
こ
に
移
っ
た
と
の
こ
と
。
事
業
は
、
デ
パ
ー

ト
で
も
商
品
を
分
割
で
買
え
る
チ
ケ
ッ
ト
販

売
業
で
今
日
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
原
型

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
給
料
は
日
給
2
百

円
、
初
め
て
買
っ
た
背
広
は
１
万
６
千
円
で

月
２
千
円
の
８
回
払
い
で
あ
っ
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
の
は
棒
二
森
屋
・
丸
井
デ
パ
ー
ト

始
め
十
字
街
・
大
門
の
株
主
と
加
盟
店
で

私
の
記
憶
で
は
、
第
一
印
刷
、
大
坂
谷
証

券
、
小
熊
水
産
、
熊
沢
洋
品
店
、
小
池
カ
レ

ー
、
祐
ず
し
等
の
株
主
様
。 

営
業
支
援
は
高
木
呉
服
店
、
竹
田
洋
品

店
、
水
晶
堂
、
赤
の
れ
ん
、
ヤ
マ
コ
楽
器
、
マ

ル
イ
チ
木
村
、
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
、
丸
山
靴
店
、

カ
ネ
ツ
渡
辺
時
計
店
、
カ
ネ
ワ
渡
辺
時
計

店
、
北
斗
電
機
さ
ん
等
の
加
盟
店
兼
株
主

さ
ん
達
で
あ
っ
た
。
な
に
し
ろ
立
替
・分
割

回
収
な
の
で
、
事
業
が
順
調
に
伸
び
れ
ば

伸
び
る
ほ
ど
お
金
が
足
り
な
い
、
売
り
上
げ

を
増
す
度
に
増
資
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
。
仙
台
や
釧
路
に
い
ち
早
く
進
出
は
し
た

が
、
チ
ケ
ッ
ト
事
業
だ
け
で
は
不
安
定
で
洗

濯
機
、
ミ
キ
サ
ー
、
白
黒
テ
レ
ビ
、
ア
イ
ロ
ン
、

自
転
車
、
バ
イ
ク
、
薪
炭
、
石
炭
を
月
賦
で

販
売
し
た
。
屋
根
に
上
っ
て
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ

ナ
を
つ
け
た
の
も
懐
か
し
い
。 

創
業
社
長
は
、
函
館
ド
ッ
ク
常
務
を
退

任
後
複
数
の
会
社
経
営
を
任
さ
れ
た
教
養

人
で
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
も
あ
っ
た
。
自
ら
英

文
タ
イ
プ
を
打
ち
、
海
外
と
も
や
り
取
り

を
し
て
お
ら
れ
た
。
当
時
常
務
の
お
二
人
は

90
才
を
過
ぎ
た
現
在
も
頭
は
シ
ャ
ー
プ
、

口
は
達
者
で
行
け
ば
必
ず
「
君
た
ち
若
い
人

が
・
・
・
」
と
気
合
が
入
る
。
た
し
か
に
現
在

72
才
の
私
も
20
年
下
だ
し
、
新
人
と
常
務

さ
ん
だ
っ
た
か
ら
、
何
と
も
仕
方
が
な
い
。

と
に
か
く
40
年
の
在
社
中
こ
の
３
人
に
は

数
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。 

社
長
は
私
が
２６
才
で
労
働
組
合
委
員

長
と
し
て
臨
ん
だ
団
交
で
「
こ
れ
で
当
社
に

背
骨
が
入
っ
た
」
と
認
め
て
く
れ
た
。
「
経
営

は
難
し
い
も
の
で
は
な
い
よ
、
入
る
こ
と
を

計
っ
て
入
っ
た
後
に
出
せ
ば
良
い
ん
だ
よ
、

恰
好
を
つ
け
て
入
る
前
に
出
す
か
ら
い
け
な

い
ん
だ
よ
」
。
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
は
「
大
事
を

考
え
小
事
を
指
摘
し
て
継
続
し
て
貰
え
ば

良
い
ん
だ
よ
」と
も
。 

今
も
健
在
の
お
二
人
に
は
、
「毎
朝
新
聞

を
読
め
、
目
先
だ
け
で
な
く
10
年
先
を
」と

諭
さ
れ
た
。
何
し
ろ
起
業
し
た
ば
か
り
の

４０
才
前
だ
け
に
迫
力
が
あ
っ
た
。
以
来
新

聞
が
私
の
日
課
で
あ
り
友
と
な
っ
た
。
普
通

高
校
出
の
私
に
と
っ
て
、
経
済
知
識
だ
け
で

な
く
、
生
き
方
を
数
多
く
学
ん
だ
よ
う
に

思
う
。
先
達
３
人
か
ら
は
数
多
く
叱
れ
た

が
、
負
け
ず
に
言
い
返
し
も
し
た
。
役
職
・

年
令
に
と
ら
わ
れ
ず
聞
き
入
れ
て
く
れ
た
。

お
互
い
函
館
弁
な
の
で
周
囲
に
は
「喧
嘩
し

て
い
る
」と
思
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
楽
し
い

青
春
で
あ
っ
た
。 

 

会
社
を
運
営
す
る
上
で
参
考
に
し
た
の

は
、
松
下
幸
之
助
や
本
田
・ソ
ニ
ー
も
あ
っ

た
し
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
も
あ
っ
た
が
、
な
に
よ
り

「
函
館
の
イ
カ
・
水
産
業
の
興
亡
」が
お
手
本

で
あ
っ
た
。
イ
カ
は
活
き
の
良
い
も
の
だ
け
を

売
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
荒
れ
た
日

に
は
商
い
で
き
ず
、
採
り
過
ぎ
れ
ば
安
く
な

る
、
だ
か
ら
イ
カ
の
沖
漬
や
ス
ル
メ
等
の
二

次
、
三
次
加
工
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
と
、

成
功
し
て
い
る
函
館
の
水
産
業
を
参
考
に

さ
せ
て
貰
っ
た
。
目
先
だ
け
で
な
く
将
来
を

見
越
し
た
勇
壮
な
夢
を
語
り
合
い
、
経
営

理
念
と
連
動
し
た
戦
略
戦
術
や
部
門
毎
と

長
短
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
夜
遅

く
ま
で
熱
が
入
っ
た
。 

原
点
は
、
加
盟
店
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
お
客
様
の
た
め
の
商
品
を
創
り
、
信
を
本

と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
仕
事
。
こ
ん
な

こ
と
を
通
し
て
、
人
の
温
か
さ
と
つ
な
が
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
い
た
だ
い
た
。 

 
函
館
を
離
れ
て
40
年
、
年
一
度
は
、
同

期
達
が
集
ま
る
会
を
開
い
て
く
れ
る
。
そ
の

度
に
十
字
街
か
ら
、
函
館
山
を
見
な
が
ら

西
高
付
近
を
う
ろ
つ
く
。
テ
レ
ビ
で
函
館
が

放
映
さ
れ
る
と
嬉
し
く
な
っ
て
旧
友
に
電

話
し
、
知
人
に
は
良
い
処
だ
と
伝
え
、
青
函

連
絡
船
が
な
く
な
る
時
に
は
往
復
し
、
Ｊ
Ｒ

の
旅
で
も
大
間
か
ら
の
船
旅
を
楽
し
ん
で
い

る
。
関
東
で
も
40
才
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、

同
期
が
年
数
回
集
ま
り
、
年
一
回
の
旅
行

も
20
年
ほ
ど
続
い
て
い
る
。 

開
港
以
来
外
国
の
文
化
を
採
り
い
れ
、

生
物
起
源
の
海
か
ら
の
恵
み
を
受
け
て

育
っ
た
函
館
。
そ
こ
で
生
を
享
け
育
っ
た

環
境
・
遺
伝
子
「
函
館
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
を
、
親

兄
弟
・
友
人
だ
け
で
な
く
会
社
で
も
無
意

識
の
内
に
頂
戴
し
て
過
ご
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
今
年
も
古
希

を
過
ぎ
た
爺
さ
ん
婆
さ
ん
が
、
声
を
張
り

上
げ
「
真
理
を
求
め
て
、
共
に
立
て
よ
」

か
な
。 

  

被
災
地
福
島
に
て 

 

稲
田
一
郎
（
14
回
生
） 

 

季
節
は
め
ぐ
り
て
春
３
月
。
あ
の
３
・
11

大
震
災
か
ら
２
年
が
経
ち
、
こ
こ
福
島
県
郡

山
市
で
も
例
年
よ
り
少
し
早
い
桜
開
花
の

便
り
を
聞
い
て
い
る
。
昨
日
に
は
、
時
の
総

理
が
原
発
被
災
地
に
入
り
、
ま
た
郡
山
を

視
察
さ
れ
た
。
津
波
に
よ
る
ガ
レ
キ
は
撤
去

さ
れ
て
も
、
原
発
事
故
に
よ
る
地
域
の
復

興
は
進
ん
で
い
な
い
と
感
想
を
述
べ
た
、
と

報
道
に
あ
っ
た
。 

福
島
県
産
の
、
も
も
や
コ
メ
と
い
っ
た
農

産
物
に
対
す
る
風
評
被
害
の
実
態
は
、
風

化
す
る
こ
と
が
な
く
被
害
は
大
き
い
。
自
然

や
歴
史
あ
る
観
光
資
源
も
落
ち
込
ん
で
お

り
、
大
河
ド
ラ
マ
の
効
果
も
明
る
い
話
題
と

は
い
え
部
分
的
で
あ
る
。
未
だ
に
、
仮
設
住
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宅
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
８
町
村
の
住
民

が
多
数
い
る
。
県
民
人
口
は
、
若
い
世
代
を

中
心
に
15
万
人
弱
が
減
少
し
、
他
県
に
避

難
し
て
い
る
。 

し
か
し
悲
観
的
な
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

流
失
し
た
神
社
の
再
興
を
前
に
、
伝
統
の

舞
を
復
活
さ
せ
た
子
供
た
ち
、
介
護
の
資

格
を
取
り
県
内
に
残
る
と
決
め
た
高
校
生
、

地
元
の
土
で
し
か
相
馬
焼
き
を
継
承
で
き

な
い
と
新
た
な
窯
を
作
る
世
代
な
ど
等
、

未
来
を
見
つ
め
努
力
し
て
い
る
多
く
の
人
々

が
い
る
。 

 

さ
て
話
は
変
わ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響

力
を
実
感
し
て
い
る
。
八
重
ゆ
か
り
の
会
津

観
光
は
沸
騰
し
、
今
か
ら
駐
車
場
不
足
と

渋
滞
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
便
乗
し
、
八

重
の
す
き
焼
き
ラ
ー
メ
ン
も
出
た
。
こ
れ
を

読
ま
れ
る
頃
に
は
、
八
重
の
舞
台
も
京
都

に
動
い
て
い
る
は
ず
だ
が
、
会
津
と
函
館
の

接
点
を
ご
存
知
か
。
大
町
西
浜
岸
壁
に
新

島
襄
脱
出
記
念
碑
が
あ
り
、
「
男
児
志
を

決
し
て
千
里
を
駆
す
…
…
」
と
あ
る
。
彼
は
、

1
86

4

年
6
月
24
日
に
小
舟
で
ア
メ
リ
カ

船
に
密
航
し
、
10
年
後
に
帰
国
し
て
同
志

社
を
興
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
か
の
新
撰
組

副
長
土
方
歳
三
で
あ
る
。
京
都
鳥
羽
伏
見

か
ら
会
津
、
箱
館
と
転
戦
し
、
35
才
の
生

涯
を
北
の
地
で
終
え
た
。 

そ
の
詳
し
い
物
語｢

箱
館
戦
争｣

を
東
京

有
楽
町
の
書
店
で
見
つ
け
、
数
年
し
て
郡
山

に
赴
任
し
経
済
人
の
勉
強
会
に
初
参
加
、

作
家
星
亮
一
が
そ
の
会
の
幹
事
長
で
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
年
、
福
島
民
友
新
聞
主
催
の
「
戊

辰
戦
争
140
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
会

津
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
の
打
上
げ
で
７
人

の
“
殿
様
”
に
ご
挨
拶
し
た
。
徳
川
恒
孝
氏

18
代
当
主(

元
日
本
郵
船
副
社
長
、
徳
川

財
団
理
事
長)

ら
と
挨
拶
、
一
番
若
手
と
思

わ
れ
る
18
代
伊
達
泰
宗
氏
の
名
刺
を
い
た

だ
い
た
。
氏
名
の
み
で
裏
に
肩
書
き
も
な
い
。

思
わ
ず
、
伊
達
様
ご
本
業
は
と
聞
く
と
、
ム

ッ
と
し
て
“
当
主
で
す
”
と
一
言
。
後
で
知
っ

た
が
、
会
場
に
伊
達
家
臣
団
が
30
名
ほ
ど

参
加
し
て
い
た
と
か
。
歴
史
は
生
き
て
い
る

の
だ
。
我
々
の
世
代
な
ら
“
先
の
戦
争
”
と
い

う
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
思
う
が
、
会
津
の
方

は
戊
辰
戦
争
と
云
う
そ
う
だ
。
こ
の
話
に
は

上
が
あ
り
、
京
都
の
方
は
“
応
仁
の
乱
”
と

答
え
る
と
言
う
が
ホ
ン
ト
か
？ 

福
島
県
は
、
北
海
道
、
岩
手
に
次
い
で
広

い
県
で
あ
る
。
普
段
は
、
浜
・
な
か
・
会
津
と

３
地
方
に
分
け
る
が
、
前
知
事
は
県
内
を
７

地
方
に
分
け
平
等
に
施
策
を
し
た
。
そ
の

結
果
、
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
も
、
ご
く

普
通
の
規
模
の
も
の
が
県
内
各
所
に
出
来

た
が
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
や
世
界
大
会
を
開

催
す
る
規
模
の
施
設
が
な
い
。
ま
た
福
島
は

東
京
か
ら
１
時
間
半
の
距
離
だ
が
、
長
野
の

軽
井
沢
ほ
ど
の
避
暑
地
と
も
言
え
な
い
。
裏

磐
梯
や
猪
苗
代
、
奥
会
津
、
あ
ぶ
く
ま
洞

な
ど
の
自
然
や
温
泉
地
は
、
全
国
的
に
も

指
折
り
の
も
の
。
し
か
し
、
四
季
を
通
じ
た

観
光
客
の
動
員
が
出
来
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｒ
が
ヘ

タ
と
も
言
え
る
が
、
注
目
に
値
す
る
も
の
が

あ
る
。
今
年
の
夏
の
休
暇
は
、
是
非
“
う
つ

く
し
ま
・
福
島
”
へ
お
い
で
い
た
だ
き
た
い
。 

私
も
あ
と
４
年
70
才
ま
で
は
こ
こ
福
島

で
汗
を
流
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
度
の
未
曽

有
の
大
災
害
と
人
災
と
い
う
べ
き
原
発
事

故
、
そ
の
真
の
収
束
に
向
け
言
わ
れ
ぬ
努
力

を
続
け
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
う
し
た
情
報

発
信
も
含
め
、
ラ
ジ
オ
の
世
界
で
安
全
・
安

心
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
望
で

あ
る
。 

(

エ
フ
エ
ム
福
島
代
表
取
締
役) 

  

同
期
生
へ
の
総
会
欠
席
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

津
澤
和
範(

14
回
生) 

 (

以
下
の
文
章
は
、
総
会
の
案
内
に
対
す
る
欠
席

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き

た
も
の
で
す
が
、
本
人
の
了
解
を
得
て
投
稿
と

し
て
取
り
扱
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た)

 

 

 

こ
と
の
ほ
か
寒
か
っ
た
思
い
を
し
た

冬
を
凌
い
で
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
春
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
ね
、
お
変
わ
り
な
く
お
過

ご
し
の
ご
様
子
で
良
か
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
佐
々
木-

堀
内
の
14
回
生
コ

ン
ビ
で
同
窓
会
を
切
り
盛
り
し
て
行
く

こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
大
任
で
す
が
、

ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
大
切
に
、
更

な
る
会
の
発
展
の
舵
取
り
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
本
会
の 

運
営
・
発
展

の
た
め
に
、
大
し
た
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
何
時
で
も
お
声
か
け
を
。 

と
こ
ろ
で
5
月
の
総
会
で
す
が
、
あ
い

に
く
丁
度
こ
の
時
（
17
～
19
日
）
は
奄

美
大
島
に
出
張
し
て
、
マ
グ
ロ
畜
養
施
設

見
学
の
予
定
が
入
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
ご
案
内
い
た
だ
い
た
の
に
す
み
ま
せ

ん
。 マ

グ
ロ
の
完
全
養
殖
（
産
卵
・
孵
化
～

成
魚
ま
で
）
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
は
、

業
界
の
悲
願
で
も
あ
り
喫
緊
の
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
近
大
が

一
歩
先
行
し
て
い
ま
す
が
、
各
研
究
機
関

と
大
手
水
産
会
社
も
懸
命
に
そ
の
技
術

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
、
今
回
、

そ
の
最
前
線
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
し
て
、

様
々
な
意
見
を
交
わ
し
て
来
る
つ
も
り

で
す
。
マ
グ
ロ
の
次
は
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
鰻

の
出
番
の
は
ず
で
、
そ
の
う
ち
蒲
焼
が
庶

民
の
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
？ 

以
前
も
話
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
も

今
こ
の
時
を
人
生
最
後
の
活
動
期
と
捉

え
て
、
私
な
り
に
精
一
杯
刻
ん
で
い
ま
す
。 

時
の
流
れ
は
思
い
の
ほ
か
早
く
、
今
年

だ
っ
て
も
う
3
月
下
旬
で
ほ
ぼ
１
年
の

４
分
の
１
を
消
化
、
昨
年
の
こ
と
は
言
う

に
及
ば
ず
、
先
月
も
先
週
も
昨
日
も
さ
っ

き
も
今
も
、
ど
ん
ど
ん
過
去
へ
過
去
へ
と

押
し
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し

て
い
ま
す
。 

私
は
、
過
去
を
懐
か
し
く
振
り
返
る
時

は
年
老
い
た
自
分
が
佇
ん
で
い
る
イ
メ

ー
ジ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
先
に

思
い
を
馳
せ
る
時
は
、
一
番
若
い
自
分
が

風
上
に
向
か
っ
て
す
っ
く
と
立
っ
て
い

る
姿
を
想
像
し
、
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て

い
ま
す
。 

先
日
、
青
森
の
寺
嶋
君
か
ら
詩
吟
全
国

大
会
の
CD
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
彼
は

社
会
人
に
な
っ
て
本
格
的
に
練
習
を
始

め
？
そ
の
長
い
地
道
な
努
力
が
実
を
結

び
成
果
が
認
め
ら
れ
た
今
で
は
、
青
森
県

の
重
鎮
と
し
て
後
輩
の
指
導
育
成
に
も

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
、
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま

す
。 CD

を
聞
い
て
み
て
、
朗
々
と
吟
ず
る
そ
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の
底
流
に
息
づ
く
日
本
の
歴
史
文
化
に

触
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
私
の
選
ん
だ

職
業
環
境
は
、
ず
っ
と
海
外
を
指
向
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
、
こ
の
CD
を

耳
に
し
て
ハ
ッ
と
気
付
か
さ
れ
た
感
じ

で
す
。 

若
い
世
代
を
軸
に
、
世
を
挙
げ
て
英
語

だ
英
語
だ
と
焦
り
騒
い
で
い
ま
す
が
、
基

本
は
ま
ず
母
国
の
歴
史
と
文
化
だ
ろ

う
・
・
・
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

最
近
に
な
っ
て
、
私
の
生
ま
れ
た
昭
和

20
年
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
年
だ
っ
た
の

か
？
・
・
・
を
知
り
た
く
て
、
同
じ｢
昭

和
20
年｣

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
元
旦
か

ら
日
を
追
っ
て
克
明
に
書
き
込
ま
れ
た

本
を
読
み
進
め
て
い
ま
す
。
夜
勤
を
終
え

た
動
員
女
学
生
が
、
朝
の
食
堂
で
味
噌
汁

椀
の
蓋
の
上
に
小
さ
な
餅
が
ポ
ツ
ン
と

乗
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
あ
あ
今
日
は
元

旦
な
ん
だ
・
・
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

米
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
進
撃
中
で
あ

り
、
特
攻
で
若
い
命
が
散
り
始
め
、
戦
争

を
始
め
た
重
臣
ど
も
が
『
何
故
こ
の
戦
争

を
始
め
て
し
ま
っ
た
の
か
・
・
』
を
痛
烈

に
反
省
し
始
め
て
い
た
時
期
で
す
。 

Ｂ
29
に
よ
る
爆
撃
の
恐
怖
に
さ
ら
さ

れ
、
逃
げ
場
も
な
く
情
報
も
な
く
、
こ
の

先
の
見
通
し
も
全
く
立
た
ず
心
身
と
も

に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
世
相
の
も
と
、

我
々
の
両
親
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で

我
々
を
産
み
、
懸
命
に
育
て
て
く
れ
た
の

か
を
想
像
し
ま
す
と
・
・
・
胸
に
熱
い
も

の
が
去
来
し
て
き
ま
す
。
粗
末
に
で
き
ま

せ
ん
ね
、
親
か
ら
貰
っ
た
こ
の
い
の
ち
。 

毎
日
の
よ
う
に
刺
し
た
、
刺
さ
れ
た
、

亡
く
な
っ
た
・
・
と
、
殺
伐
と
し
た
ニ
ュ

ー
ス
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
が
、
せ
め
て
周

囲
だ
け
は
手
堅
く
、
し
か
し
明
る
く
固
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

残
念
な
が
ら
も
う
何
が
あ
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
し
、
何
を
始
め
る
に
も
早

す
ぎ
る
と
い
う
も
の
は
な
い
年
代
に
入

り
、
つ
い
こ
の
間
還
暦
を
祝
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
も
う
古
希
が
視
野
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。 

身
体
の
変
調
を
医
師
に
訴
え
る
と
、
即
、

癌
を
疑
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
の
諸
検
査
も
致
し
方
な
く
、
長
生

き
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な｢

昇
格
試

験｣

を
受
け
て
い
る
が
如
き
状
況
で
す
。

ヒ
ア
ル
ロ
ン
サ
ン
が
効
く
と
な
る
と
一

斉
に
走
り
だ
し
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
効
き
目

あ
り
と
耳
に
す
れ
ば
落
ち
着
い
て
お
れ

ず
、
い
や
は
や
忙
し
い
年
代
で
も
あ
り
ま

す
。 ま

、
日
々
健
康
管
理
に
は
の
ん
び
り
と

抜
か
り
な
く
、
も
う
一
花
咲
か
せ
ま
し
ょ

う
。 そ

う
そ
う
・
・
・
、｢

毎
日
25
ｇ
ほ
ど

の
ア
ー
モ
ン
ド
を
3
回
に
分
け
て
食
べ

る
と
肌
が
若
返
る｣

ん
だ
そ
う
で
す
よ
。

教
え
て
く
れ
た
知
人
は
剃
刀
負
け
を
し

な
く
な
っ
た
と
か
。
興
味
が
湧
け
ば
お
試

し
あ
れ
。 

そ
れ
で
は
、
心
に
残
る
総
会
と
な
り
ま

す
よ
う
・
・
・
。 

 (

平
成
25
年
3
月
20
日
記) 

  
 
 

☆ 
 
 

☆ 
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佐
藤
泰
志
の
生
涯
を
た
ど
っ
た 

記
録
映
画
「
書
く
こ
と
の
重
さ
」 

 

今
秋
、
全
国
公
開
へ 

 

井
田
ゆ
き
子(

20
回
生) 

 

我
ら
が
函
館
西
高
出
身
の
作
家
・
佐
藤

泰
志
（
18
回
生
）
の
記
録
映
画
『
書
く
こ
と

の
重
さ
～
作
家 

佐
藤
泰
志
』
が
今
年
3

月
に
完
成
し
た
。
今
秋
か
ら
全
国
の
映
画

館
で
公
開
の
予
定
だ
。 

監
督
は
苫
小
牧
出
身
の
稲
塚
秀
孝
さ
ん
。

広
島
と
長
崎
で
２
度
被
爆
し
た
山
口
彊
さ

ん
を
追
っ
た
『
二
重
被
爆
～
語
り
部
・
山
口

彊
の
遺
言
』
や
福
島
原
発
事
故
を
テ
ー
マ
に

し
た
『
フ
ク
シ
マ
２
０
１
１
』
な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
映

像
作
家
だ
。 

 
 

 

稲
塚
さ
ん
が
佐
藤
泰
志
の
存
在
を
知
っ

た
の
は
、
苫
小
牧
東
高
校
２
年
だ
っ
た
46
年

前
だ
と
い
う
。
北
海
道
新
聞
社
主
催
『
有
島

武
郎
青
少
年
文
芸
賞
』
に
佳
作
入
選
し
た

が
、
こ
の
時
の
優
秀
賞
が
１
学
年
上
の
佐
藤

泰
志
だ
っ
た
。
し
か
も
、
前
年
に
続
い
て
２
度

目
の
優
秀
賞
受
賞
だ
っ
た
。 

「
そ
の
後
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
泰
志
さ

ん
の
作
品
を
読
ん
で
、
こ
ん
な
に
す
ご
い
文

章
を
書
く
高
校
生
が
い
る
の
か
と
、
そ
の
才

能
に
憧
れ
ま
し
た
」 

中
央
大
学
に
進
ん
だ
稲
塚
さ
ん
は
文
芸

部
に
入
る
が
、
作
家
へ
の
夢
は
早
々
と
挫
折
。

そ
の
頃
、
同
人
誌
で
佐
藤
泰
志
の
作
品
を

読
み
、
手
紙
を
出
し
て
返
事
を
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。 

大
学
卒
業
後
、
１
９
７
３
年
に
テ
レ
ビ
番

組
製
作
会
社
『
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
』
に
入
社
。

『
遠
く
へ
行
き
た
い
』
や
『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

や
っ
て
来
た
』
な
ど
の
人
気
番
組
を
手
が
け
、

１
９
８
５
年
に
独
立
し
て
会
社
を
設
立
し
た
。

そ
の
後
は
、
数
々
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
番
組
や
記
録
映
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て

き
た
。 

 

命
を
削
っ
て
書
い
た
作
品
の
重
さ 

 

３
年
前
の
２
０
１
０
年
、
佐
藤
泰
志
の
遺

作
『
海
炭
市
叙
景
』
が
映
画
化
さ
れ
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
芥
川
賞
候
補
に
な
っ
た

『
き
み
の
鳥
は
う
た
え
る
』
な
ど
の
作
品
が

次
々
と
文
庫
化
さ
れ
て
復
刊
。
再
評
価
が

高
ま
っ
て
い
る
。 

「
彼
の
作
品
を
改
め
て
読
み
直
し
、
ひ
た

む
き
に
文
学
に
取
り
組
ん
だ
佐
藤
泰
志
の

生
涯
を
通
し
て
、
書
く
こ
と
の
重
さ
を
描
き

た
い
と
思
っ
た
。
同
時
に
、
私
自
身
の
泰
志

さ
ん
へ
の
思
い
を
形
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で

す
」(

稲
塚
さ
ん) 

佐
藤
泰
志
は
１
９
４
８
年
函
館
生
ま
れ
。

西
高
在
学
中
か
ら
小
説
を
書
き
始
め
、
大

学
卒
業
後
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
執
筆

活
動
を
続
け
た
。
芥
川
賞
候
補
と
な
る
こ

と
５
度
を
数
え
た
が
、
受
賞
叶
わ
ず
、
１
９

９
０
年
に
自
死
し
し
て
い
る
。 

稲塚秀孝監督 
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映
画
『
海
炭
市
叙
景
』
は
、
シ
ネ
マ
ニ
ラ
国

際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ド
ー
ビ
ル
・
ア
ジ
ア

映
画
祭
審
査
員
特
別
賞
な
ど
数
々
の
映
画

賞
を
受
賞
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
も
発
売
さ
れ
て

い
る
。 

 

函
館
西
高
で
も
ロ
ケ 

 

映
画
は
第
１
章
か
ら
第
４
章
ま
で
の
４
部

構
成
。
友
人
や
、
生
前
付
き
合
い
の
あ
っ
た

編
集
者
、
記
者
ら
の
証
言
と
、
再
現
ド
ラ
マ

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

再
現
シ
ー
ン
は
、
泰
志
役
に
劇
団
『
無
名

塾
』
の
新
人
俳
優
・
村
上
新
悟
さ
ん
、
母
親

役
に
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
を
起
用
。

ふ
た
り
の
演
技
に
注
目
し
た
い
が
、
と
り
わ

け
加
藤
さ
ん
の
〝
函
館
の
お
っ
か
さ
ん
〟
が

深
く
心
に
残
る
。
ま
た
、
全
編
を
通
じ
て
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
俳
優
の
仲
代
達
矢
さ
ん
が

務
め
、
そ
の
味
わ
い
の
あ
る
語
り
口
で
作
品

を
引
き
締
め
て
い
る
。 

興
味
深
い
の
は
、
芥
川
賞
選
考
委
員
会

の
模
様
を
再
現
し
た
シ
ー
ン
だ
。 

「
開
高
健
、
丸
谷
才
一
、
大
江
健
三
郎
ら

選
考
委
員
の
発
言
は
、
す
べ
て
当
時
、
文
芸

春
秋
誌
に
掲
載
さ
れ
た
選
評
を
参
考
に
し

た
も
の
で
す
」(

稲
塚
さ
ん) 

今
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
賞
だ
け
に
舞
台
裏
を

覗
き
見
る
面
白
さ
も
あ
る
が
、
新
人
作
家

の
将
来
を
左
右
す
る
選
考
会
だ
け
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。 

函
館
山
を
は
じ
め
、
函
館
公
園
、
佐
藤

泰
志
が
通
っ
た
ジ
ャ
ズ
喫
茶
、
そ
し
て
母
校

の
函
館
西
高
で
も
ロ
ケ
が
行
な
わ
れ
た
。 

「
西
高
で
の
撮
影
に
は
安
房
校
長
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
教
室
や
図
書
館
を
舞
台

に
、
現
役
西
高
生
男
女
８
人
に
も
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
西
高
屋
上
か
ら
眺
め
た
函
館
港
の

映
像
が
印
象
的
だ
と
思
い
ま
す
」(

稲
塚
さ

ん) 

泰
志
の
担
任
だ
っ
た
長
谷
川
圭
作
先
生

(

世
界
史
、
す
で
に
退
職)

も
出
演
し
て
お
り
、

そ
の
証
言
と
と
も
に
同
窓
生
に
は
見
逃
せ

な
い
シ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。 

函
館
の
自
然
や
風
景
、
佐
藤
泰
志
が
生

き
た
時
代
の
函
館
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
人
も
多
い
は
ず
だ
。 

 

今
秋
よ
り
全
国
で
上
映
開
始 

 
完
成
披
露
試
写
会
は
、
３
月
18
日
に
東

京
・
渋
谷
で
開
催
さ
れ
、
加
藤
登
紀
子
さ

ん
や
仲
代
達
矢
さ
ん
も
会
場
に
駆
け
つ
け

て
好
評
を
博
し
た
。
さ
ら
に
、
５
月
23
日

(

木)

午
後
６
時
半
か
ら
函
館
・
ま
ち
づ
く
り

交
流
セ
ン
タ
ー(

末
広
町)
で
行
な
わ
れ
る
予

定
だ
。(

上
の
ポ
ス
タ

ー
参
照) 

一
般
公
開
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
現
時
点

で
、
次
の
上
映
館
が

決
ま
っ
て
い
る
。 

 ９
月
28
日(

土)

～ 

函
館
・
シ
ネ
マ
ア
イ
リ

ス 10
月
５
日(

土)

～ 

東
京
新
宿
・
ケ
ー
ズ

シ
ネ
マ 

さ
ら
に
、
札
幌
・

シ
ア
タ
ー
キ
ノ
、
苫

小
牧
・
シ
ネ
マ
ト
ー

ラ
ス
な
ど
で
順
次
上

映
の
予
定
。
つ
ゝ
じ

ケ
丘
同
窓
会
東
京

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
す
る
の

で
、
時
々
確
認
を
。 

「
こ
の
映
画
を
泰

志
さ
ん
本
人
は
ど

う
思
う
だ
ろ
う
か
、

そ
し
て
家
族
に
は
ど

う
見
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
撮

り
終
え
た
今
の
心
境
で
す
。
そ
し
て
、
佐
藤

泰
志
が
遺
し
た
数
々
の
作
品
と
そ
の
世
界

を
、
今
後
も
新
た
な
読
者
が
読
み
継
ぎ
、

語
り
継
ぐ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」(

稲
塚
さ

ん) 

  

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
家
族
や
友
人
を
誘
っ

て
、
ぜ
ひ
上
映
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。 
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３ 

 

 
《
故
郷
函
館
の
研
究
》 

 

石
川
啄
木
と
函
館 

 
佐
藤
雅
英(

18
回
生) 

 

昭
和
35
年
5
月
24
日
朝
、
チ
リ
地
震

の
津
波
を
見
る
た
め
立
待
岬
へ
向
か
っ

た
時
、
小
学
生
だ
っ
た
私
は
初
め
て
石
川

啄
木
一
家
の
墓
を
見
た
。｢

東
海
の
小
島

の
磯
の
白
砂
に 

わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
蟹

と
た
は
む
る｣

の
歌
が
刻
ま
れ
た
墓
で
あ

る
。
啄
木
は
沢
山
の
歌
を
詠
ん
だ
が
、
そ

の
活
動
拠
点
は
生
れ
故
郷
の
岩
手
、
北
海

道
、
東
京
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
わ

が
故
郷
函
館
に
関
す
る
啄
木
の
足
跡
を

記
し
た
い
。 

 

啄
木
が
4
度
目
の
函
館
に
や
っ
て
き

た
の
は
、
明
治
40
年
5
月
5
日
で
あ
る
。

す
ぐ
に
函
館
商
工
会
議
所
へ
勤
務
、
そ
の

後
弥
生
小
学
校
の
代
用
教
員
の
職
に
つ

き
、
函
館
日
日
新
聞
の
編
集
局
に
勤
め
、

青
柳
町
45
番
地
に
あ
っ
た
苜
蓿
社
に
起

居
し
、
雑
誌｢

紅
苜
蓿｣

の
編
集
を
担
当
、

4
ヶ
月
の
間
に
3
度
も
職
を
替
え
た
。 

8
月
25
日
夜
、
東
川
町
か
ら
出
火
し

た
炎
は
折
か
ら
の
山
背
に
煽
ら
れ
て
、
当

時
の
市
街
地
の
3
分
の
2
を
焼
く
大
火

で
、
学
校
も
新
聞
社
も
焼
け
、
危
う
く
宿

舎
で
あ
る
苜
蓿
社
は
難
を
逃
れ
た
。 

8
月
27
日
の
日
記
に｢

か
の
夜
、
余
は

凡
て
を
忘
れ
て
か
の
偉
大
な
る
火
の
前

に
叩
頭
せ
む
と
し
た
り
、
一
家
の
危
安
亳

も
余
が
こ
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
り
き｣

と
し
、

｢

大
火
は
函
館
に
と
り
て
根
本
的
の
革
命

な
り
き
、
函
館
は
千
百
の
過
去
の
罪
業
と

共
に
焼
尽
し
て
今
や
新
し
き
建
設
を
要

す
る
新
時
代
と
な
り
ぬ
、
余
は
寧
ろ
こ
れ

を
以
っ
て
函
館
の
た
め
に
祝
杯
を
あ
げ

む
と
す｣

と
記
し
て
や
や
や
け
気
味
に
、

こ
の
大
火
に
よ
っ
て
自
分
と
函
館
に
新

し
い
運
命
が
開
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
気
配
が
感
じ
ら
れ
た
。 

大
火
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
9
月

13
日
の
夜
行
列
車
で
札
幌
へ
向
か
っ
た
。 

わ
ず
か
4
ヶ
月
の
函
館
滞
在
で
あ
っ

た
が
函
館
を
懐
か
し
む
文
章
を
明
治
41

年
1
月
6
日
の
日
記
に
記
し
て
い
る
。 

｢
昨
夜
枕
に
就
い
て
か
ら
魂
何
時
と
な

く
遠
く
飛
び
、
色
々
な
過
去
の
姿
が
追
憶

の
霞
の
奥
に
現
れ
つ
消
え
つ
と
す
る
。
函

館
が
恋
し
か
っ
た
。
実
に
恋
し
か
っ
た
。

夜
霧
深
き
大
森
の
白
浪
、
露
光
る
谷
地
頭

の
朝
風
、
宮
崎
君
吉
野
君
岩
崎
君
、
大
塚

君
の
太
い
声
も
聞
き
た
い
。
弥
生
校
の
、

今
は
焼
け
は
て
た
職
員
室
も
忍
ば
る
る
。

青
柳
町
と
い
う
名
は
、
何
か
し
ら
昔
の
恋

人
の
名
の
ご
と
く
胸
に
繰
り
返
さ
れ
る
。

眠
っ
た
の
は
、
二
度
目
の
金
棒
の
響
過
ぎ

て
余
程
経
っ
て
か
ら
。｣(

原
文
と
お
り) 

こ
れ
は
小
樽
で
小
樽
日
報
社
の
事
務

長
と
喧
嘩
し
、
釧
路
新
聞
に
奉
職
す
る
少

し
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
10
年
頃
の
函
館
市
内
の
小
学
校

で
使
わ
れ
た
副
読
本
に
採
録
さ
れ
た
短

歌
に｢

港
町
と
ろ
ゝ
と
鳴
き
て
輪
を
描
く 

鳶
を
圧
せ
る
潮
ぐ
も
り
か
な｣

が
あ
る
。 

こ
の
作
品
は
明
治
44
年
4
月
11
日
付

の｢

函
館
日
日
新
聞｣

に｢

わ
れ
等
の
歌｣

の
題
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
函
館
を
去
っ

て
か
ら
4
年
後
彼
は
東
京
に
住
ん
で
い

た
。
上
京
後
に
作
っ
た
歌
を
函
館
の
新
聞

に
載
せ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の｢

わ
れ
等

の
歌｣

は
6
月
5
日
ま
で
5
回
5
首
の

掲
載
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
熱
心

な
石
川
啄
木
研
究
者
の
調
査
か
ら
発
見

さ
れ
た
。 

 

歌
集｢

一
握
の
砂｣

に
は
こ
の
ほ
か
に

も
函
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
詠
ん
だ
で
あ

ろ
う
と
い
う
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

｢

い
た
く
錆
び
し
ピ
ス
ト
ル
出
で
ぬ
砂
山

の 
 

砂
を
指
も
て
掘
り
て
あ
り
し
に
」 

｢

砂
山
の
砂
に
腹
這
ひ
初
戀
の 

 

い
た
み
を
遠
く
お
も
ひ
出
づ
る
日｣ 

｢

潮
か
を
る
北
の
浜
辺
の
砂
山
の 

 

か
の
濱
薔
薇
よ
今
年
も
咲
け
る
や｣ 

｢

函
館
の
床
屋
の
弟
子
を
お
も
ひ
出
で
ぬ 

耳
剃
ら
せ
る
が
こ
こ
ろ
よ
か
し｣ 

｢

わ
が
あ
と
を
追
い
来
て
知
れ
る
人
も
な

き 
 

邊
土
に
済
み
し
母
と
妻
か
な｣ 

｢

船
に
酔
ひ
て
や
さ
し
く
な
れ
る
い
も
う

と
の 

 

眼
見
ゆ
津
軽
の
海
を
思
へ
ば｣ 

｢
函
館
の
青
柳
町
こ
そ
悲
し
け
れ 

 
友
の
戀
歌
矢
ぐ
る
ま
の
花｣ 

｢

し
ら
な
み
の
寄
せ
て
騒
げ
る
函
館
の 

 

大
森
濱
に
思
ひ
し
こ
と
ど
も｣ 

｢

函
館
の
臥
牛
の
山
の
半
腹
の 

 

碑
の
漢
詩
も
な
か
ば
忘
れ
ぬ｣ 

｢

呿
呻
噛
み
夜
汽
車
の
窓
の
別
れ
た
る 

 

別
れ
が
今
は
物
足
り
ぬ
か
な｣ 

等
々
で
あ
り
、
い
や
も
っ
と
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
私
の
能
力
で
は
限
界
で
あ
る
。 

 

啄
木
の
才
能
は
、
盛
岡
中
学
で
萌
芽
し

た
。
文
学
好
き
の
級
友
た
ち
か
ら
盛
ん
に

知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
、
短
歌
と
詩
の
制

作
や
文
芸
誌
の
編
集
・
発
行
に
の
め
り
込

ん
で
行
く
。
与
謝
野
鉄
幹
が
始
め
た
雑
誌

｢

明
星｣

の
社
友
と
な
っ
て
忽
ち
認
め
ら

れ
た
。
明
治
38
年
20
歳
の
時
、
詩
集｢

あ

こ
が
れ｣

を
出
版
し
た
。
自
分
の
才
能
に

自
信
を
持
ち
、
将
来
を
明
る
く
展
望
す
る

青
年
だ
っ
た
。 

 
 
 

 

彼
は
短
い
生
涯
に
実
に
良
く
学
ん
だ
。

彼
の
語
彙
の
豊
富
さ
が
、
彼
の
広
く
深
い

勉
強
の
一
つ
の
証
明
で
あ
る
。
最
初
陸
軍

軍
人
を
、
次
い
で
海
軍
軍
人
を
志
し
た
が
、

級
友
の
及
川
古
志
郎(

後
の
海
軍
大
将
、
海

軍
大
臣
、
軍
令
部
総
長)

に
文
学
の
面
白
さ

を
教
わ
っ
て
感
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
り
と

宗
旨
替
え
を
し
た
。 

生
涯
の
最
後
に
社
会
主
義
に
目
覚
め
、

幸
徳
秋
水
の
事
件
に
関
し
て
詳
し
く
調

べ
、
細
か
い
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
こ
と
が
記

録
に
残
る
。
よ
し
ん
ば
彼
が
短
歌
や
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
知
識
人
と
し
て
は
素

晴
ら
し
い
足
跡
を
残
し
た
と
思
う
。 

石川啄木の墓 
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自
尊
心
が
強
く
、
文
学
的
セ
ン
ス
は
抜

群
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
自
立
は
亡
く
な

る
ま
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
人
々

が
啄
木
を
支
援
し
た
。
そ
の
中
で
も
与
謝

野
夫
妻
は
啄
木
の
死
後
20
年
経
っ
た
昭

和
6
年
に
来
函
し
、
そ
の
時
残
し
た
歌
稿

か
ら
一
首
づ
つ
取
っ
て
、
立
待
岬
近
く
に

歌
碑
が
あ
る
。 

｢

浜
菊
を
郁
雨
が
引
き
て
根
に
添
ふ
る 

立
待
岬
の
岩
か
げ
の
土 

 

鉄
幹
」 

｢

啄
木
の
草
稿
岡
田
先
生
の 

 
 

顔
も
忘
れ
じ
函
館
の
こ
と 

晶
子
」 

 

◇  
 
 

◇ 
 
 

◇ 

 

函
館
の
大
火
の
歴
史 

 

堀
内
洋
子(

14
回
生) 

 

小
・
中
・
高
と
函
館
在
住
の
折
り
、
自

分
が
住
む
町
に
つ
い
て
あ
ま
り
勉
強
し

た
記
憶
が
無
い
私
が
、
大
学
で
史
学
科
に

籍
を
置
い
て
明
治
維
新
の
前
後
の
日
本

の
歴
史
・
東
洋
の
歴
史
を
学
ぶ
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
を
契
機
に
、
俄
然
故
郷
函
館
の

歴
史
が
気
に
な
り
だ
し
ま
し
た
。 

函
館
の
町
の
成
り
立
ち
は
ど
ん
な
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
？
特
に
函
館
は
火
事
の

多
い
土
地
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
昭
和
9
年
の
大
火
は
市
内
の
三
分

の
一
を
焼
失
す
る
と
い
う
未
曽
有
の
惨

事
で
、
先
日
の
高
女
の
先
輩
方
の
座
談
会

(

会
報
9
号
に
掲
載)

に
参
加
し
た
際
、
入

学
準
備
の
大
半
を
失
う
と
い
う
生
々
し

い
経
験
を
さ
れ
た
方
達
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
こ
と
、
そ
ん
な
こ
と
が
、
函
館
の
大

火
の
歴
史
を
少
し
調
べ
て
み
よ
う
と
思

い
立
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 特
筆
さ
れ
る
三
つ
の
大
火
に
つ
い
て 

１
．
明
治
40
年
8
月
25
日 

午
後
10
時
20
分
、
函
館
区
東
川
町
217

番
地
石
鹸
製
造
所
よ
り
出
火
し
た
。
出
火

時
は
南
東
の
風
で
風
速
10
m
の
強
風
で

あ
っ
た
が
、
次
第
に
強
ま
り
、
翌
26
日
午

前
1
時
頃
に
は
16
ｍ
の
暴
風
と
な
っ
た
。

し
か
も
出
火
場
所
付
近
は
、
家
屋
が
租
造

の
う
え
密
集
し
て
い
た
た
め
四
方
に
延

焼
し
焼
失
区
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
さ

ら
に
こ
の
時
期
は
、
不
幸
に
も
水
源
が
枯

渇
し
日
々
の
用
水
も
欠
乏
し
て
い
た
た

め
、
消
火
栓
の
効
力
が
少
な
く
、
消
火
活

動
が
進
ま
な
か
っ
た
。
会
所
町
、
寿
町
、

恵
比
寿
町
、
大
町
、
大
黒
町
、
鰪
間
町
、

鍛
冶
町
、
富
岡
町
、
旅
籠
町
、
天
神
町
、

駒
止
町
、
末
広
町
、
東
浜
町
、
船
場
町
の

14
町
の
全
部
、
元
町
、
曙
町
、
汐
見
町
、

青
柳
町
、
春
日
町
、
蓬
莱
町
、
相
生
町
、

弁
天
町
、
船
見
町
、
台
町
、
山
背
泊
町
、

小
舟
町
、
豊
川
町
、
汐
止
町
、
地
蔵
町
、

西
川
町
、
宝
町
、
東
川
町
、
仲
浜
町
、
仲

町
の
20
町
の
一
部
が
焼
失
し
た
。 

罹
災
面
積
40
万
坪
、
焼
失
戸
数
1
万

2
千
390
戸
、
罹
災
人
口
3
万
2
千
428
人
、

焼
死
者
8
名
、
負
傷
者

1
千
名
を
出
し

て
、
26
日
午
前
9
時
頃
よ
う
や
く
鎮
火

し
た
。
類
焼
し
た
主
な
建
物
は
、
函
館
庁

舎
、
英
国
領
事
館
、
露
国
領
事
館
、
連
隊

区
司
令
部
、
海
事
局
、
函
館
郵
便
局
、
函

館
電
話
局
、
商
船
学
校
、
商
業
高
校
、
函

館
病
院
、
そ
し
て
我
ら
が
母
校
で
あ
る
庁

立
高
等
女
学
校
、
私
立
病
院
8
、
区
立
小

学
校
5
、
市
立
小
学
校
6
、
会
社
38
、

銀
行
8
、
神
社
3
、
寺
院
6
、
教
会
5
、

新
聞
社
5
、
劇
場
4
、
そ
の
他
商
店
、

旅
館
、
倉
庫
等
主
な
る
建
築
物
が
罹
災
し

た
。 そ

の
損
害
は
3
千
114
万
8
千
377
円
に

の
ぼ
り
、
多
数
の
市
民
が
衣
食
住
の
途
を

失
っ
た
の
で
、
14
ヶ
所
に
炊
事
場
が
設
置

さ
れ
た
。
9
月
2
日
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま

で
に
救
護
を
受
け
た
も
の
は
、
8
千
598

戸
、
4
万
24
名
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
避

難
所
は
20
か
所
で
、
9
月
5
日
に
閉
鎖

す
る
ま
で
3
万
2
千
428
名
が
収
容
さ
れ

た
。
こ
の
大
火
に
対
し
て
、
両
陛
下
か
ら
、

罹
災
者
救
済
の
た
め
、
1
万
3
千
円
の

御
下
賜
金
を
賜
っ
た
。
そ
の
他
、
各
地
よ

り
の
義
援
金
は
7
万
98
円
に
の
ぼ
り
、

米
、
味
噌
、
衣
類
等
の
寄
贈
も
多
数
に
の

ぼ
っ
た
。 

 

２
．
大
正
10
年
4
月
14
日 

午
前
1
時
15
分
、
上
水
道
断
水
中
の

函
館
区
東
川
町
198
番
地
の
菓
子
製
造
所

の
木
造
家
屋
か
ら
出
火
し
た
。
出
火
時
は

真
東
よ
り
風
速
8
m
で
あ
っ
た
が
、
深

夜
の
こ
と
で
も
あ
り
、
か
つ
宝
小
学
校
の

陰
に
隠
れ
て
、
発
見
が
遅
れ
た
こ
と
が
、

大
火
に
な
る
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
。

明
治
40
年
の
大
火
の
経
験
か
ら
北
西

方
・
地
蔵
町
方
面
を
警
戒
す
る
こ
と
に
努

め
、
全
力
を
あ
げ
て
錦
座
や
宝
小
学
校
の

防
御
に
尽
力
し
た
。
こ
の
2
大
建
物
が
焼

失
し
た
な
ら
ば
、
警
察
署
、
消
防
本
部
に

延
焼
し
、
船
場
町
の
倉
庫
群
よ
り
東
浜
方

面
に
拡
大
す
る
か
も
知
れ
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
消
防
隊
の
防
御
が
功
を
奏
し
、

地
蔵
町
方
面
へ
の
類
焼
は
食
い
止
め
ら

れ
た
、
が
、
他
方
、
蓬
莱
町
、
相
生
町
を

ま
た
た
く
ま
に
焼
失
し
、
火
勢
は
午
前
4

時
頃
に
十
字
街
を
襲
い
曙
町
、
二
十
間
坂

付
近
に
達
し
た
。
十
字
街
は
、
函
館
の
中

心
で
、
商
店
街
を
形
成
し
、
最
も
反
映
し

て
い
る
地
域
で
あ
り
、
二
十
間
坂
は
函
館

区
の
重
要
な
防
火
線
で
あ
り
、
こ
こ
で
の

鎮
火
に
望
み
を
託
し
て
い
た
地
点
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
時
、
風
力
は
な
お
11
m

を
示
し
、
消
防
員
は
疲
弊
し
、
器
械
は
損

傷
し
て
お
り
、
二
十
間
坂
の
防
御
は
難
し

く
、
午
前
4
時
30
分
に
は
会
所
町
の
一

角
よ
り
西
方
向
へ
延
焼
は
拡
大
し
た
。
末

広
町
、
会
所
町
、
元
町
へ
と
そ
の
被
害
範

囲
を
拡
げ
、
函
館
市
庁
舎
や
函
館
区
公
会

堂
そ
し
て
函
館
区
病
院
に
及
ぼ
う
と
し

て
い
た
。
し
か
し
、
幸
い
に
、
基
坂
の
防

火
線
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
や
、
風
力
が

衰
え
た
た
め
に
午
前
7
時
30
分
を
以
っ

て
鎮
火
し
た
の
で
あ
る
。 

焼
失
区
域
は
15
万
2
千
830
坪
で
あ
り
、

病
院
4
、
学
校
3
、
銀
行
4
、
劇
場
5
が

あ
り
、
焼
失
戸
数
2
千
141
戸
、
罹
災
人

口
1
万
998
人
、
損
害
総
額
1
千
779
万
8

千
549
円
、
死
者
1
名
、
焼
失
建
物
1
千
309

棟
に
の
ぼ
り
、
市
の
繁
華
街
を
焼
き
尽
く

し
、
明
治
40
年
以
降
の
最
大
の
大
火
と
な

っ
た
。 

 

３
．
昭
和
9
年
3
月
21
日 

午
後
6
時
53
分
、
函
館
市
住
吉
町
91

番
地
の
二
階
建
て
民
家
よ
り
発
火
し
た

火
災
は
、
風
速
20
m
に
お
よ
ぶ
東
南
の

烈
風
に
煽
ら
れ
て
、
瞬
時
に
し
て
他
に
延

焼
拡
散
し
て
い
っ
た
。
青
柳
町
よ
り
豊
川

町
、
鶴
岡
町
、
松
風
町
、
新
川
町
方
面
を



                         - 27 - 

平成 25 年 5 月 18 日        つゝじヶ丘だより東京 第 10 号 

襲
い
、
消
防
隊
や
軍
隊
等
の
必
死
の
努
力

も
、
烈
風
と
倒
壊
し
た
家
屋
や
電
信
柱
等

の
障
害
物
に
妨
げ
ら
れ
、
充
分
な
る
機
能

を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
風
向
き
が
漸
次
西
方

に
変
化
す
る
に
伴
っ
て
末
広
町
、
会
所
町
、

元
町
方
面
は
、
幸
い
に
二
十
間
坂
に
よ
っ

て
延
焼
を
遮
断
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

反
対
に
風
下
に
あ
た
る
新
川
町
、
堀
川
町
、

的
場
町
の
間
は
全
く
廃
墟
に
帰
し
、
さ
ら

に
北
方
に
向
か
っ
て
延
焼
し
、
翌
22
日
午

前
6
時
頃
に
鎮
火
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。 

焼
失
区
域
416

ha
余
り
、
焼
失
世
帯
2

万
2
千
667
世
帯
、
罹
災
人
口
10
万
2
千

1
人
、
損
害
総
額
1
億
2
千
391
万
8
千

27
円
、
死
者
2
千
166
人(

内
訳
焼
死
748
人
、

溺
死
917
人
、
凍
死
217
人
、
窒
息
死
143
人
、

そ
の
他
29
人
、
収
容
後
死
亡
者
112
人)

、

行
方
不
明
者
662
名
、
重
軽
傷
者
1
万
2

千
592
名
、
焼
失
建
物
1
万
1
千
105
棟
。

全
焼
は
20
ｹ
町
以
上
、
半
焼
は
15
ｹ
町

以
上
、
実
に
、
全
市
の
三
分
の
一
を
焼
失

し
た
。 

被
害
が
大
き
か
っ
た
原
因
を
、
当
時
の

建
築
学
会
は
、
①
発
火
よ
り
消
防
署
に
於

い
て
知
覚
す
る
ま
で
に
約
5
分
を
要
し

た
こ
と
、
②
風
力
甚
大
で
火
災
の
伝
播
速

度
大
且
、
飛
火
多
く
尚
風
向
の
旋
転
方
向

が
最
悪
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
火
元
付
近
は

特
に
地
形
の
関
係
に
依
り
、
延
焼
中
、
頻

り
に
風
の
旋
転
、
突
風
が
起
こ
っ
た
こ
と
、

④
発
火
地
点
及
び
海
岸
付
近
は
特
に
矮

小
粗
悪
木
造
家
屋
連
担
し
、
且
つ
全
市
に

亘
り
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
、
⑤
防
火
地
区

が
極
め
て
少
な
く
、
広
場
、
公
園
等
の
都

市
計
画
上
の
施
設
が
完
備
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
⑥
発
火
地
点
は
水
道
終
点
で

あ
る
た
め
、
水
圧
弱
く
水
量
乏
し
く
、
そ

の
上
、
風
力
強
き
た
め
に
消
防
組
の
活
動

が
思
う
よ
う
に
進
め
な
か
っ
た
こ
と
、
⑦

道
路
が
概
し
て
狭
く
、
消
防
組
の
部
署
変

更
に
困
難
を
き
わ
め
た
こ
と
、
と
説
明
し

て
お
り
、
都
市
計
画
と
の
関
連
性
を
想
起

さ
せ
て
い
る
。 

諸
外
国
よ
り
多
数
の
見
舞
い
が
あ
り
、

全
国
か
ら
の
義
援
金
及
び
数
々
の
救
援

品
の
寄
贈
は
膨
大
な
数
に
達
し
た
。 

一
度
に
100
戸
以
上
焼
失
し
た
函
館
の

大
火
は
、
江
戸
時
代
の
安
永
8
年 

 

3
大
大
火
の
焼
失
地
域(

函
館
市
史

デ
ジ
タ
ル
版
よ
り
転
記) 

 

 
(

１
７
７
９
年)

以
来
、
昭
和
29
年 

(

１
９
５
４
年)

ま
で
30
回
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
明
治
2
年
（
１
８
６
９
年
）

か
ら
大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
の
53
年

間
に
限
れ
ば
、
25
回
も
の
大
火
が
あ
り
、

ま
さ
に
2
年
に
一
度
と
い
う
頻
度
で
あ

り
ま
す
。 

函
館
に
消
防
が
組
織
さ
れ
た
の
が
、
明

治
40
年
頃
で
、
そ
の
当
時
の
焼
失
率
は

1
千
戸
に
対
し
て
90
戸
と
い
う
高
い
割

合
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
大
正
10

年
に
2
千
戸
以
上
を
焼
失
す
る
大
火
を

き
っ
か
け
に
、
函
館
市
は
復
興
計
画
と
同

時
に
、
防
火
対
策
に
も
力
を
入
れ
、
消
防

団
員
の
増
員
、
消
防
機
械
力
の
増
強
、
水

利
の
拡
充
・
整
備
、
火
災
報
知
機
を
市
内

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
な
ど
に

よ
っ
て
、
焼
失
率
を
3
戸
に
減
ら
す
事
に

成
功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
9
年

に
未
曽
有
の
大
火
が
発
生
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
昭
和
9
年
の
大
火
後
の
防
火
線

の
設
置
は
地
区
内
の
建
築
主
に
思
い
負

担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
防
火
建

築
に
は
地
上
権
の
設
定
を
要
す
る
等
々
、

地
域
内
の
地
主
の
自
覚
に
頼
る
も
の
で

あ
っ
た
り
し
て
、
地
域
課
題
は
解
消
さ
れ

ず
に
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
全
国
的
に

防
火
対
策
や
体
制
の
整
備
が
整
っ
て
、
昭

和
29
年
以
降
、
函
館
で
は
大
火
災
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
他
方

で
、
近
郊
地
域
で
は
木
古
内
大
火(

昭
和

32
年
、
焼
失
203
戸)

、
森
町
大
火(

昭
和
36

年
、
590
戸)
、
奥
尻
大
火(

昭
和
38
年
、
149

戸)

な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。 

 

近
頃
、
火
事
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る

時
に
、
火
災
で
亡
く
な
る
方
が
多
い
の
に

驚
き
ま
す
。
今
年
の
寒
さ
は
、
寒
さ
に
は

強
い
私
で
も
あ
ま
り
体
験
し
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
過
酷
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
せ

い
か
、
特
に
お
年
寄
り
が
亡
く
な
る
ケ
ー

ス
を
目
に
し
ま
す
。
歴
史
に
学
び
、
少
し

で
も
不
幸
な
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
考
え
る
一
助
に
な
れ
ば
・
・
・
と

思
い
こ
の
原
稿
を
寄
稿
い
た
し
ま
し
た
。 

(

※
数
字
に
つ
い
て
は
、
2
次
3
次
資
料
に

基
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、
若
干
不
確
か
で
あ

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す)

 

 

※
年
表
の
見
方 

次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
年
表
は
、
函
館
の
歴
史

略
年
表
を
見
開
き
の
右
側
ペ
ー
ジ
に
、
大

火
に
関
す
る
細
か
い
記
述
を
左
側
に
記

し
た
も
の
で
す
。
対
照
し
て
ご
覧
下
さ
い
。 
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《 函館の歴史略年表 》 

 
西暦 年号 出  来  事 

1454 享徳 3 年 河野政通、ウスケシ・宇須岸に館を築く 

1457 長禄元年 東部アイヌ首長コシャマイン箱館周辺を制圧 

1458 長禄 2 年 武田信広、これを七重浜で討つ 

1613 慶長 18 年 松前藩、亀田番所を設け、白鳥孫三郎に監督させる 

1703 元禄 16 年 亀田川の大洪水により、港が使用不可となり、船舶は箱館に停泊するようになり、住民も多く移住する 

1741 寛保元年 松前藩、亀田番所を箱館に移す 

1779 安永 8 年 ※索引ＮＯ．1 

1793 寛政 5 年 ロシア使節ラックスマン、エカテリナ号で箱館に入港 

1796 寛政 8 年 高田屋嘉兵衛、辰悦丸で来航 

1799 寛政 11 年 幕府、東蝦夷地を直轄とし、箱館に沖の口番所を開設。   高田屋嘉兵衛、エトロフ航路開設。翌年漁場を開く 

1802 享和 2 年 2 月幕府、蝦夷地奉行を新設。5 月に箱館奉行と改称 

1807 文化 2 年 箱館奉行、大町にかなえの泉を掘り、官民に給水。幕府、全蝦夷地を直轄とし、箱館奉行を廃し、松前奉行を置く 

1808 文化 3 年 ※索引ＮＯ．2 

1811 文化 8 年 クナシリで捕えられたロシアのディアナ号艦長ゴローニン箱館着 

1813 文化 10 年 高田屋嘉兵衛の斡旋により、ゴローニン釈放。日露国交円満解決 

1822 文政 5 年 高田屋嘉兵衛、箱館を本店とし、大坂・兵庫に支店を置く 

1833 天保 4 年 高田屋金兵衛、露船との旗合わせの罪により、所有船没収 

嘉永 7 年 アメリカ提督、ペリーと日米和親条約締結。米艦船 5 隻箱館港調査の為、入港 
1854 

安政元年   

1855 安政 2 年 箱館港を開港。（食料・水補給） 

1857 安政 4 年 五稜郭（亀田役所土塁）の築造に着手。谷地頭に鋳銭場を設ける。続豊治製作の西洋型船函館丸進水。 

1858 安政 5 年 幕府、米・蘭・露・英・仏と修好通商条約に調印。谷地頭に製陶場を設ける。 

1859 安政 6 年 箱館開港。6 月 2 日＝陽暦 7 月 1 日。最初の入港船米のモーレー号。 

1860 万延元年 箱館医学所を設立。（翌年、病院竣工） 

1864 元治元年 五稜郭竣工（武田斐三郎設計）。新島襄、海外脱出（上海経由米へ）。 

慶応 4 年 箱館裁判所（行政府）設置。 
1868 

明治元年 榎本武揚ら、旧幕府の艦船 8 隻を率い、品川沖から脱走。10 月森村鷲ノ木に上陸、五稜郭を占拠。 

1869 明治 2 年 政府軍の箱館総攻撃により、五稜郭開城。全員降伏。※索引ＮＯ．3 

〃 〃 蝦夷を北海道と改称。開拓使出張所を箱館に置く。「箱館」を「函館」に改めたという。 

1871 明治 4 年 五稜郭庁舎を解体。※索引ＮＯ．4 

1872 明治 5 年 「函館気候測量所」（我が国初の気象観測所・函館海洋気象台の前身）設立。 

1873 明治 6 年 太陽暦を採用。明治 5 年 12 月 3 日を同 6 年 1 月 1 日とする。札幌ー函館間繋ぐ札幌本道が完成。 ※索引ＮＯ．5 

1875 明治 8 年 ※索引ＮＯ．6 

1878 明治 11 年 ※索引ＮＯ．7 

1879 明治 12 年 郡区町村編制法の実施に伴い、郡区役所を設置。常野正義函館区長となる。※索引ＮＯ．8 

1881 明治 14 年 第 1 回函館区会開催。 

1882 明治 15 年 開拓使廃止。函館県・札幌県・根室県を設置。函館県庁を開庁。 

1885 明治 18 年 ※索引ＮＯ．9 

1886 明治 19 年 三県制を廃止し、北海道庁開庁。 

1887 明治 20 年 ※索引ＮＯ．10 

1888 明治 21 年 函館上水道工事始まる。明治 22 年竣工。 

1889 明治 22 年 函館上水道給水を開始。横浜市に続いて 2 番目。 

1895 明治 28 年 ※索引ＮＯ．11 

〃 〃 ※索引ＮＯ．12 

1896 明治 29 年 ※索引ＮＯ．13 

1897 明治 30 年 函館馬車鉄道営業開始。湯川線開通明治 31 年。 

1899 明治 32 年 北海道区制（自治制）実施により、函館・札幌・小樽が区となる。函館山要塞竣工。※索引ＮＯ．14 

1900 明治 33 年 ※索引ＮＯ．15 

1901 明治 34 年 ※索引ＮＯ．16 

1902 明治 35 年 ※索引ＮＯ．17 

〃 〃 ※索引ＮＯ．18 
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索引 西暦 年号 月/日 時刻 焼失戸数 出火場所 俗称/棟/町 備     考 

              

              

              

              

              

              

1 1779 安永 8 年 10 月 8 日 午後 12 時 105 戸 弁天町 地金火事 午後 12 時、古地金買い、治郎助宅より出火。 

              

              

              

              

              

2 1808 文化 3 年 10 月 5 日 午前 1 時 350 戸 弁天町 青山火事 河岸市店、青山方から出火。 

            函館奉行羽太正養が井戸堀、井戸屋吉兵衛他 14 名を消防

            常備とした。 

              

              

              

            ☆文化 3 年から明治 2 年までの 50 余年間は、火災記録なし。

            但し、在住者の日記等から天保 15 年 1 月 21 日；450 戸、慶応

            2 年 9 月 12 日；内澗町から出火、地蔵町上通り、大工町通り一

            円と谷地半分余りを焼失した大火があった模様である。 

              

              

              

              

              

3 1869 明治 2 年 5 月 11 日 午前 11 時 872 戸 弁天台場 脱走火事 戊辰戦争最後の戦いの日で、徳川勢の脱走徒が弁天台場 

            見晴付近の材木置き場に放火。 

4 1871 明治 4 年 9 月 12 日 午前 1 時 1,123 戸 山の上町 切店火事 切店の羽目板の節穴に煙草の吸殻を落したことで出火。 

            ☆山の上遊郭が蓬莱町に移転することになる。 

5 1873 明治 6 年 3 月 22 日 午前零時 1,314 戸 豊川町 屋根屋火事 屋根屋新四郎方から出火。焼死者 5 名。 

6 1875 明治 8 年 4 月 18 日 夜半 434 戸 蓬莱町 224 棟 ☆翌年明治 9 年、英製の手引き蒸気ポンプを配備する。 

7 1878 明治 11 年 11 月 16 日 午前 2 時 15 分 954 戸 鮫澗町 13 ｹ町 ☆鮫澗町は現入舟町のこと。 

8 1879 明治 12 年 12 月 6 日 午後 8 時半 2,326 戸 堀江町 33 ｹ町 ☆堀江町は現末広町のことで、市内の重要部分を焼失した。

              

              

9 1885 明治 18 年 5 月 13 日 午前 4 時 132 戸 恵比寿町 2 ｹ町 ☆恵比寿町は現末広町のこと。 

            官立と私立の消防組が合併。公設の消防組となる。 

10 1887 明治 20 年 5 月 2 日 午後 1 時 40 分 482 戸 西川町 2 ｹ町 馬車会社の物置より出火。西川町383戸、地蔵町99戸焼失。

            ☆明治 22 年、水道管敷設。地下式の消火栓が設置される。

              

11 1895 明治 28 年 11 月 3 日 午前 3 時 15 分 228 戸 鶴岡町   ☆鶴岡町は現大手町のこと。 

12 〃 〃 11 月 28 日 午前 2 時 15 分 117 戸 西川町   ☆西川町は現大手町のこと。 

13 1896 明治 29 年 8 月 26 日 零時 30 分 2,280 戸 弁天町 テコ婆火事 風速 7，8 ﾒｰﾄﾙの東風にあおられ、8 ｹ町に燃え広がった。 

            両陛下より御救済金 2,200 円を賜る。 

14 1899 明治 32 年 9 月 15 日 午前 9 時 40 分 2,494 戸 豊川町   4 ｹ町に延焼。両陛下より御救済金 2,800 円を賜る。 

15 1900 明治 33 年 11 月 3 日  142 戸 東川町     

16 1901 明治 34 年 4 月 12 日  199 戸 若松町     

17 1902 明治 35 年 5 月 4 日  108 戸 東川町     

18 〃 〃 6 月 10 日  396 戸 鶴岡町   ☆この年、函館湾内の停泊船舶火災に備え、水上部発足。
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《 函館の歴史略年表 》 

 
西暦 年号 出  来  事 

1907 明治 40 年 ※索引ＮＯ．19 

1911 明治 44 年 ※索引ＮＯ．20 

1912 明治 45 年 ※索引ＮＯ．21 

1913 大正 2 年 馬車鉄道の軌道に路面電車を走らせる。※索引ＮＯ．22 

〃 〃 ※索引ＮＯ．23 

1914 大正 3 年 ※索引ＮＯ．24 

〃 〃 ※索引ＮＯ．25 

1915 大正 4 年 12 月、西川町に全市を見渡せる望楼を設置。 

1916 大正 5 年 ※索引ＮＯ．26 

1919 大正 8 年 英製大型ポンプ車 1 台配備。 

1921 大正 10 年 ※索引ＮＯ．27 

1922 大正 11 年 市制施行。第１回函館市議会開催。 

大正 15 年 函館で最初のメーデー実施。 
1926 

昭和元年 函館～東京間電話開通。 

1927 昭和 2 年 市民館開館。函館市じんかい処理場（焼却処理）設置。 

1928 昭和 3 年 函館最初の鉄筋校舎新川小学校完成。市立函館図書館開館。日ソ漁業条約調印。 

1929 昭和 4 年 函館港修築工事着工。駒ヶ岳大噴火、降灰火砕流の流失があった。死者 2 名。 

1932 昭和 7 年 2 月 6 日 函館山にＮＨＫ函館放送局開局。 

1933 昭和 8 年 函館最初の不燃質・旧昭和橋完成。 

1934 昭和 9 年 函館大火。市役所、市民館に移る。※索引ＮＯ．28 

1935 昭和 10 年 開港記念日を 7 月 1 日とし（開港 77 年）、第 1 回港まつりを挙行。左巴を市章に制定。 

1939 昭和 14 年 4 月湯川町、函館市と合併。函館太平洋倶楽部の久慈捕手が事故死。 

1942 昭和 17 年 国鉄函館駅新築落成。（平成 15 年解体）。 

1943 昭和 18 年 電車・バスが市営となる。 

1945 昭和 20 年 米軍函館市を空襲。被害甚大。終戦。市役所東雲町の新築庁舎に移転。※索引ＮＯ．29 

1946 昭和 21 年 函館山、一般に解放。最初の公選市長選挙施行。 

1947 昭和 22 年 日本国憲法・地方自治法施行。 

1948 昭和 23 年 自治体消防発足。 

1949 昭和 24 年 第 1 回函館成人祭挙行。 

1950 昭和 25 年 函館市文化賞制定。市営競輪開始。 

1951 昭和 26 年 市内小学校完全給食実施。市電宮前町～五稜郭公園前間開通。市営千代ｹ岱野球場完成。 

1952 昭和 27 年 戦後初の北洋鮭鱒漁再開。 

1953 昭和 28 年 市営谷地頭温泉営業開始。 

1954 昭和 29 年 台風 15 号で、洞爺丸ほか 4 隻の青函連絡船沈没。北洋漁業再会記念北海道大博覧会開催。※索引ＮＯ．30 

1956 昭和 31 年 函館山登山バス定期運航開始。 

1957 昭和 32 年 ＮＨＫ函館放送局完成。テレビ放映開始。函館市名誉市民賞制定。 

1958 昭和 33 年 函館開港 100 年記念式典挙行。函館山ﾛｰﾌﾟｳｪｲ営業開始。 

1960 昭和 35 年 チリ地震津波で市内浸水 

1961 昭和 36 年 定期航空路函館～札幌間営業開始。 

1963 昭和 38 年 青函トンネル着工。 

1964 昭和 39 年 函館～大間間にカーフェリー就航。 

1966 昭和 41 年 市立函館博物館完成。港まつりを 8 月開催に変更。銭亀沢村、函館市と合併。 

1968 昭和 43 年 十勝沖地震。函館市旗制定。亀田市、函館市と合併。 

1971 昭和 46 年 ばんだい号横津岳に墜落。死者 62 名。青函トンネル本工事起工式。中距離ジェット機就航。 

1973 昭和 48 年 亀田市、函館市と合併。 

1974 昭和 49 年 函館市南部下水終末処理場運転開始。 

1975 昭和 50 年 市民体育館開館。中央卸売市場開場。 

1976 昭和 51 年 ミグ 25 戦闘機が函館空港に強行着陸。パイロット 1 名がアメリカに亡命する。 

1978 昭和 53 年 宮城県沖地。 

1983 昭和 58 年 日本海中部地震。 

1988 昭和 63 年 60 年の青函トンネル開通に伴い、青函連絡船廃止。 
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索引 西暦 年号 月/日 時刻 焼失戸数 出火場所 俗称/棟/町 備     考 

19 1907 明治 40 年 8 月 25 日 午後 10 時 20 分 12,390 戸 東川町 33 ｹ町 被災面積 40 万坪。死者 10 名。負傷者 1,000 名。※別紙参照

20 1911 明治 44 年 3 月 23 日 午前 2 時 20 分 140 戸 海岸町   上水道停止中に洋燈の転落により発火。損害額は 30,000 円。

21 1912 明治 45 年 4 月 12 日 午後 2 時 20 分 733 戸 音羽町 320 棟 損害額は 225,840 円 

22 1913 大正 2 年 5 月 4 日 午後 1 時 50 分 1,532 戸 若松町 572 棟 ☆火災時の消火水量を考慮して、非常用の水道を設置。 

23 〃 〃 5 月 25 日 午後 11 時 10 分 277 戸 東雲町 94 棟 上水道停止中に発火。損害額は 40,226 円。 

24 1914 大正 3 年 4 月 8 日 午後 11 時 849 戸 蓬莱町   上水道停止中に炉火により発火。損害額は 289,021 円。 

25 〃 〃 12 月 1 日 午前零時 15 分 673 戸 鰪間町 420 棟 上水道停止中にこたつにより発火。損害額は 281,567 円。

              

26 1916 大正 5 年 8 月 2 日 午後 3 時 50 分 1,763 戸 旭町 942 棟 白玉製造所の乾燥室から発火。損害額は 700,000 円 

              

27 1921 大正 10 年 4 月 14 日 午前 1 時 15 分 2,141 戸 東川町 1,309 棟 ※別紙参照 

            ☆この年、ポンプ車 2 台、水管自動車 3 台配備。 

            ☆費用は全て市民の寄付で賄われた。 

              

              

              

              

              

              

28 1934 昭和 9 年 3 月 21 日  24,186 戸 住吉町 函館大火 ※別紙参照 

              

              

              

              

29 1945 昭和 20 年 7 月 14 日 午後 3 時 5 分 384 戸 駒場町 函館空襲 合計 24 か所に爆弾 321 発、ﾛｹｯﾄ弾 13 発が投下される。 

            焼失棟；169 棟。死者；79 名、負傷者；28 名。 

            損害額 1,53,1000 円.  青函連絡船が爆撃で壊滅。 

              

☆ 1949 昭和 24 年 6 月 5 日      松前城火災 ☆役場からの飛火で、国宝天守閣・本丸御門東塀を焼失。

☆ 1949 昭和 24 年 7 月 1 日      木古内大火 罹災者；1,200 人、焼失戸数；216 戸 

            

            

            

30 1954 昭和 29 年 5 月 11 日 午前 1 時 5 分 1,439 坪 湯川町 台風 15 号 発見・通報の遅れ、異常乾燥中の為、拡大。36 棟焼失。 

          ☆死者・行方不明合わせて 1,430 名という大惨事となる。 

☆ 1957 昭和 32 年 4 月 8 日  203 戸 木古内大火 罹災者；1,077 人、焼失戸数；167 戸 

            

            

☆ 1961 昭和 36 年 10 月 23 日  590 戸 森町大火   

☆ 1963 昭和 38 年 5 月 27 日  149 戸 奥尻大火   

            

            

☆ 1968 昭和 43 年 5 月 16 日  3,677 戸 十勝沖地震 死者・行方不明 52 人 

            

            

            

            

              

☆ 1978 昭和 53 年 6 月 12 日      
宮城県沖

地震 
  

☆ 1983 昭和 58 年 5 月 26 日 3,049 棟     
日本海中部

地震 
死者 104 名の内津波の犠牲者 100 人 

         

※この数字については、全て 2 次・3 次資料に基づいておりますので、若干不確かであることをお断りしておきます。 
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◆
事
務
局
活
動
報
告 

  
 

学
年
幹
事
会
開
催 

 
事
務
局
長 

高
橋
順
吉(

17
回
生) 

 

平
成
24
年
は
総
会
の
な
い
年
で
し
た

が
、
事
務
局
の
活
動
は
活
発
で
、
2
月
の

学
年
幹
事
会
で
、
会
則
の
改
正
を
行
い
、

名
実
と
も
に
学
年
幹
事
会
を
同
窓
会
の

最
高
決
議
機
関
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
昨
年
中
に
6
回
の
事
務
局
会

議
を
行
い
、
同
期
会
補
助
の
具
体
化
、
年

2
回
の
会
報
発
行
な
ど
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
年
に
入
っ
て
も
第
15
回
記
念
総
会

に
向
け
て
4
回
の
事
務
局
会
議
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
本
部
、
札
幌
、
大
阪
の
支

部
総
会
に
事
務
局
員
を
派
遣
、
中
部
、
東
、

函
商
、
函
工
、
ラ
サ
ー
ル
の
東
京
同
窓
会

へ
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

 

今
年
2
月
23
日
の
学
年
幹
事
会
で
は
、

会
長
、
副
会
長
の
交
替
人
事
、
記
念
総
会

の
実
施
概
要
と
今
年
度
の
実
行
計
画
、
昨

年
度
の
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
計
報
告
は
左
表
の
と
お
り
、
総
会
終

結
後
の
支
部
役
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

名
誉
会
長 

新
谷
義
克(

1)

、
顧
問 

小
西

弥
生(

高
女
38)

、
成
田
慶
子(

女
高
2)

、

郷
内
繁(

4)

、
小
嶋
俊
昭(

10)

、
若
林

英
毅(

11)

、
会
長 

佐
々
木
太
郎(

14)

、

副
会
長 

堀
内
洋
子(

14)

、
高
橋
順
吉

(

17)

、
学
年
幹
事
長 

竹
澤
秀
明(

17)

、

学
年
副
幹
事
長 

佐
藤
雅
英(

18)

、
会
計

監
査 
森
加
代
子(

13)

、
事
務
局
長 

斉
藤

勝
美(
13)
、
会
計 

西
山
和
子(

23)

、
小

林
多
美(

24)
 

  
物
故
会
員 

 

今
年

3

月
末
ま
で

に
事
務
局
へ
ご
連
絡
を

頂
い
た
物
故
さ
れ
た
会

員
で
す
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 

 中
川
巴
様(

高
女
30)

、

宮
本
照
子
様(

高
女

30)

、
高
田
千
代
子
様

(

高
女
31)

、
新
田
恒
様

(

高
女
33)

、
吉
川
順
一
郎
様(

1)

、
小

嶋
敏
男
様(

1)

瀬
崎
嘉
久
様(

3)

、
渡

辺
玲
子
様(

4)

、
木
野
幸
浩
様(

4)

、

近
藤
嶺
明
様(

4)

太
田
琴
枝
様(

7)

、

青
柳
将
之
様(

7)

、
中
野
弘
子
様(

8)

、

水
戸
部
恒
子
様(

9)

、
藤
原
泰
昭
様

(

10)

、
川
端
美
音
子
様(

12)

、
五
十
嵐

孝
平
様(

15)

、
神
谷
優
子
様(

27)
 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

 

会
員
の
皆
様
に
お
願
い 

 

母
校
へ
の
恩
返
し
、
ご
支
援
に 

同
窓
会
年
会
費
（
２
千
円
）
納
入
を 

 上
の
会
計
報
告
に
も
あ
る
と
お
り
、
同

窓
会
は
総
会
・
懇
親
会
の
会
費
と
年
会
費

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
活
動
を

今
後
と
も
続
け
て
い
く
た
め
に
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 

 

西
高
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
誘
い 

 

  

昨
年
、
第
１
回
の
西
高
ゴ
ル
フ
大
会
を

千
葉
県
の｢

セ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
市
原｣

に

て
開
催
し
ま
し
た
。
３
組
と
少
し
さ
び
し

い
コ
ン
ペ
で
し
た
が
、
今
年
も
９
月
末
ご

ろ
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

先
輩
、
同
僚
、
後
輩
の
参
加
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。 

西
高
ゴ
ル
フ
会
世
話
人 

三
村
寿
雄(

13)

０
９
０
・
８
５
１
３
・
４
４
９
７ 

竹
澤
秀
明(

17)

０
９
０
・
６
７
９
７
・
７
０
９
２ 

 

＊  
 

 

＊ 
 
 

＊ 
 

編
集
後
記 

○
第
10
号
は
第
15
回
記
念
総
会
に
合
わ

せ
て
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
総
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
出
席
者
名
簿
も
そ
の
中
に
入

れ
、
冊
子
版
と
し
ま
し
た
。
通
常
は
8
ペ

ー
ジ
で
す
が
、
今
回
は
32
ペ
ー
ジ
で
す
。 

○
総
会
欠
席
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

会
報
に
載
せ
て
み
ま
し
た
。
総
会
出
席
者

以
外
の
方
の
消
息
も
分
か
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

○
今
号
は
投
稿
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。
高

女
の
お
姉
さ
ま
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
、
50
歳

で
パ
パ
に
な
っ
た
会
員
の
奮
闘
記
、
函
館

に
関
す
る
研
究
記
録
な
ど
読
み
応
え
の

あ
る
寄
稿
が
沢
山
集
ま
り
ま
し
た
。
じ
っ

く
り
と
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
会
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

会
員
だ
よ

り｣

に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
送
付
先
は
、

j
im
u@
td
-t
oky

o.
co
m(

事
務
局
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス)

へ
。
な
お
、
会
報
第
11
号
の

発
行
は
今
年
11
月
中
旬
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。 

佐
々
木
太
郎 

記(

14
回
生)

 

平成 24 年度つゝじｹ丘同窓会東京支部 会計報告 

  自 平成 24 年 1 月 1 日 

  至 平成 24 年 12 月 31 日 

収入の部 支出の部 

科  目 金  額 科  目 金  額

前期繰入金 2,931,786     

年会費(振込) 542 件 1,024,320 同期会補助金 10 件 50,000

年会費(現金）57 件 114,000 交流費 100,000

本部補助金 30,000 旅費交通費 120,000

広告収入 20,000 会議費 47,226

    通信費 93,190

    会報印刷費 2 回分 148,470

    会報送付費 209,000

    印刷費 50,400

預金利息 585 事務費 9,220

    雑  費 1,196

    ＨＰ関連費 151,200

収入 計 1,188,905 支出 計 979,902

    次期繰越金 3,140,789

合  計 4,120,691 合  計 4,120,691

    


